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烈
祖
成
績
巻
之
一

起
天
文
二
十
年
終

永
禄
五
年
九
月

神
祖
、
姓
は
源
氏
、
諱
は
家
康
、
贈
鎮
守
府
将
軍
（

贈-
-
-

=

死

後

に

与

え

ら

れ

た

官

位

・

称

号

。
）

大
炊
助
新
田

義
重
の
裔
孫
（

遠

い

子

孫

）

な
り
。
小
名
は
竹
千
代
。
徳
川
二
郎
三
郎
と
称
す
。

徳

、

旧

は

得

と

作

（

な

）

す

、

後

に

今

の

字

に

改

む

又
松
平
蔵
人
と
称
す
。
初
名
は
元
信
。
元
康
と
改
め
後
に
今
の
名
に
改
む
。

贈
大
納
言
廣
忠
公
の
子
。
所
生
（

生

み

の

親

、

母

）

水
野
氏

右

衛

門

大

夫

忠

政

の

女

、

慶

長

七

年

八

月

二

十

九

日

卒

、

法

名

蓉

誉

光

岳

智

香

、
号

は

傳

通

院

、
諸

書

或

は

智

香

英

誉

と

作

す

、
蓉

或

は

容

と

作

す

、
今

増

上

寺

所

蔵

松

平

譜

に

従

ふ

天
文
十
一

（
１
５
４
２
）

年
壬
寅
十
二
月
二
十
六
日
、
参
河
岡
崎
城
に
生
ま
る
。
東

照

宮

年

譜

・

創

業

紀

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

松

栄

紀

事

酒
井
雅
楽
助
正
親
胞 え

刀
を
操 と

り
、
石
川
安
芸
守
清
兼
蟇
目

ひ

き

め

を
射
る
（

刀

・

弓

で

産

所

の

魔

払

い

を

す

る

）

徳

川

歴

代

に

云

ふ

、

大

久

保

新

八

郎

胞

刀

を

操

り

、

安

倍

大

蔵

少

輔

蟇

目

を

射

る

と

。

今

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

に

従

ふ

。

正

親

、

世

に

与

四

郎

と

称

し

、

家

次

の

孫

清

秀

の

子

。

清

兼

、

右

近

忠

輔

の

子

容
貌
端
麗
、
高
祖
父
長
親
公
、
之
を
見
て
悦
び

て
曰
は
く
「
是
の
児
必
ず
名
を
天
下
に
揚
げ
ん
」
と
。
松

栄

紀

事

祖
父
清
康
公
、
世
良
田
二
郎
三
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郎
と
称
す
。
将
帥
の
器
有
り
、
隣
敵
を
戡
定

か
ん
て
い

（

武

力

で

平

定

）

し

疆
き
ょ
う

場
（

国

境

）

を
恢
郭

か
い
か
く

（

拡

張

）

す
。

天
文
四
年

（
１
５
３
５
）

十
二
月
、
尾
張
森
山
に
屯
（

兵

を

お

く

）

す
。
安
倍
大
蔵
少
輔
定
吉
の
子
、
彌
七
正
豊
、

猜
疑
を
以
て
遽
起

き

ょ

き

（

あ

わ

た

だ

し

く

挙

兵

）

し
公
を
弑 しい
す
。
植
村
新
六
持
益

安

倍

家

伝

説

に

、

定

吉

、

正

澄

と

作

す

。
今

参

州

和

田

妙

圓

寺

過

去

帳

に

従

ふ

。
松

栄

紀

事

持

益

、
栄

安

と

作

す

。
近

代

諸

士

伝

略

に

拠

れ

ば

栄

安

は

法

名

に

し

て

名

に

非

ず

。

新

六

の

名

持

益

、
今

之

に

従

ふ

。
植

村

、
土

岐

氏

の

裔

也

、
持

益

時

に

年

十

六

立
ち
ど
こ
ろ
に
正
豊
を
斬
り
之
を
殪 たお
す
。

将
佐
岡
崎
に
還
軍
す
。
廣
忠
公
、
幼
名
仙
千
代
も
亦
た
二
郎
三
郎
と
称
す
（

苦

労

し

て

行

き

悩

む

）

孤

立
無
援
。
定
吉
、
東
條
の
持
廣
に
依
り
今
川
上
総
介
義
元
に
属
す
。
持

廣

、

吉

良

氏

の

族

持

清

の

子

、

東

條

城

主

と

為

る

。
義

元

、
上

総

介

氏

親

の

子

、
治

部

太

輔

。
上

総

介

を

襲

称

す

公
を
岡
崎
に
納
む
る
を
請
ふ
。
義
元
諾
す
。

六
年
五
月

朔
つ
い
た
ち

、
遂
に
岡
崎
に
還
る
。
按

ず

る

に

、
徳

川

歴

代

・

年

譜

附

尾

、
廣

忠

公

伊

勢

に

遜
（

の

が

）
る

る

を

以

て

、

天

文

七

年

に

係か

け

（

関

係

づ

け

）

十

三

歳

時

の

事

と

為

す

。

以

て

岡

崎

に

る

。

十

一

年

に

係

く

。

今

増

補

追

加

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

に

従

ふ
臣
按
ず
る
に
、
其
の
子
（

正

豊

）
、
君
を
弑
す
。
而
る
に
其
の
父
（

定

吉

）
、
職
に
居
る
こ
と
自
若
た
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り
。
人
皆
焉 これ
を
疑
ふ
。
是
れ
其
の
心
を
亮
に

あ
き
ら
か

せ
ず
し
て
其
の
迹 あと
を
論
ず
る
者
な
り
。
初
め
内
膳

信
定
、
清
康
公
に
罪
せ
ら
る
。
織
田
信
秀
妻
の
兄
な
り
。
信
秀
同
じ
く

啗
く
ら
わ

す
に
利
を
以
て
し
（

利

を

与

え

て

味

方

に

つ

け

る

）
、
公
を
図
ら
し
む
（

清

康

公

を

あ

ざ

む

か

せ

る

）
。
信
定

歘
た
ち
ま

ち
（

ふ

っ

と

）

君
臣
の
義
を

忘
れ
、
叔
姪

し
ゅ
く
て
つ
（

叔

父

・

甥

）

の

好
よ
し
み

を
棄
つ
。
上
野
城
に
拠
り
以
て
信
秀
に
応
ず
。
公
（

清

康

）

班
師(

出

兵)

し
之
（

信

定

）

を
討
た
ん
と
欲
す
。
時
に
定
吉
の
威
権
を
嫉
む
者
有
り
、
信
定
と
通
謀
す
と
流

言
す
。
定
吉
、
其
の
事
無
く
し
て
誅
せ
ら
れ
叛
臣
の
名
を
蒙
る
を
懼 おそ
る
。
書
を
作 な

し
以
て
鬼
神

に
質 ただ
し
て(

あ

か

し

を

た

て

る)

他
に

靡
な
び
か

じ
と
誓
ふ
。
正
豊
に
授
け
て
曰
は
く
「
吾
殺
さ
る
れ
ば
汝
執

政
に
就
き
て
之
を

上
た
て
ま
つ

れ
」
と
。
頃

之

し
ば
ら
く
し
て

営
中
の
馬
逸
れ
騒
擾
す
。
正
豊
躁
妄

そ
う
ぼ
う

し
父
殺
さ
る
と
意 おも

ふ
。

遽
に
わ
か

に
公
を
弑
す
。
正
豊
の
屍
を
検
す
る
に
及
び
、
定
吉
の
誓
書
を
得
る
。
諸
将
其
の
事

を
道
閲
・
道
忠
二
公
に
白 もう
す
。
清

康

公

の

祖

父

長

親

公

は

道

閲

と

号

し

、

父

信

忠

公

は

道

忠

と

号

す

。

皆

剃

髪

退

隠

し

、

参

川

に

居

る

。

此

に

至

り
＊

猶

存

す

二
公
其
の
無
弐(

忠

心)

を
知
り
之
を
宥 ゆる
す
。
定
吉
の
冤 えん
始
め
て
雪 すす
が
れ

た
り
。
然
る
に
定
吉
、
其
の
子
の
逆
を
為
す
を
患
ひ
自
殺
せ
ん
と
欲
す
。
蔵
人
信
孝
之
を
抳とめ
る
。
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既
に
し
て
信
定
果
た
し
て
岡
崎
を
奪
ふ
。
定
吉
、
艱
楚
辛
勤
百
折

ひ
ゃ
く
せ
つ

不
回
（

何

度

失

敗

し

て

も

志

を

変

え

な

い

）
、
嗣
君
を
抱
負
し
二
州
を
周
流
す(

広

く

め

ぐ

る)

。
＊

狐
偃

こ

え

ん

・
趙
衰 し

の
忠
有
り
て
＊

申
包

胥
し
ょ
う

の

義
に
愧 はじ
ず
。
竟 つい
に
能
く
嗣
君
を
岡
崎
に
納
め
、
疆
囲

き
ょ
う
い

を
往
昔
に
復
す
。
其
の
子
を
以
て
累
と
為

さ
ず
し
て
其
の
孫
正
就
に
至
り
、
方
面
の
寄 き

を
受
け
鈞
衡

き
ん
こ
う(

宰

相)

の
任
に
居 お

く
。
定
吉
の
忠
、
久

く
し
て

弥
い
よ
い
よ

彰
あ
き
ら

か
な
り
。

十
年
、（
廣

忠

公

）

参
州
刈
屋
城
主
水
野
右
衛
門
大
夫
忠
政
の
女
を
娶
る
。

忠

政

、

下

野

守

某

が

子

、

初

め

下

野

守

と

称

す

明
年
、
神
祖
を
生
む
。
忠
政
卒
す
。
其
の
子
下
野
守
信
元
、
刈
屋
・
緒
川
二
城
に
拠
る
緒

川

、

或

は

小

川

と

作

す

、

国

音

相

通

ず

今
川
義
元
に
背
き
、

好
よ
し
み

を
尾
張
古
渡
城
主
織
田
弾
正
忠
信
秀
に
結
ぶ
弾

正

忠

信

定

が

子

。

公(

廣

忠)

、
義
元
の
力
を
以
て
岡
崎
に
還
る
を
得
た
り
。
故
に
信
元
と
絶
つ
。
離
婚
し
以

て
嫌
疑
を
避
く
。
参

河

後

風

土

記

曰

は

く

、

夫

人

、

嫉

妬

を

以

て

出

さ

る

と

。

按

ず

る

に

夫

人

賢

明

、

母

儀

の

徳

有

り

。

其

説

取

る

に

足

ら

ず

。

今

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

に

従

ふ

再
び
田
原
城
主
戸
田
弾
正
少
弼 ひつ
康
光
の
女
を
娶
る
。
康

光

、

弾
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正

左

衛

門

宗

光

四

世

孫

左

近

政

光

の

子

十
四
年
三
月
、
帳
下
の
士
（

近

習

）

巖
松
八
彌
酗
酒

く

し

ゅ(

酒

に

狂

う)

、
将
に
公
を
弑
せ
ん
と
し
其
の
股
を

傷
つ
け
る
。
公
怒
り
抜
刀
し
之
を
逐
ふ
。
八
彌
出
で
走
る
。
植
村
持
益
、

適
た
ま
た
ま

登
城
し
之
と
橋
上

に
遇
ふ
。
相
搏 う

ち
塹 ざん
中
に
堕 お

つ
。
松
平
蔵
人
信
孝
清

康

公

の

弟

、

廣

忠

公

の

叔

父

槍
を
提
げ
来
る
。
持
益

に
謂 い

ひ
て
曰
は
く
「
宜
し
く
八
彌
を
縦 はな
つ
べ
し
、
我
之
を
刺
殺
せ
ん
」
と
。
持
益
曰
は
く
「
八

彌
大
逆
な
り
。
若 も

し
之
を
縦
ち
逸
れ
去
ら
ば
悔
何
ぞ
及
ば
ん
。
宜
し
く
我
を
併
せ
之
を
刺
殺
す

べ
し
」
と
。
信
孝
猶
予
す
。
持
益
竟
に
八
彌
を
殺
し
其
の
首
を
斬
る
。
廣
忠
公
、
書
を
賜
ひ
其

の
忠
勇
を
褒
む
。
松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾

並

び

云

ふ

、

八

彌

隣

敵

の

護

る

所

と

為

り

将

に

公

を

弑

せ

ん

と

す

と

。

而

し

て

松

栄

紀

事

年

月

無

し

。

但

し

云

ふ

、

頃

年

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

、

年

月

を

係

（

か

）

く

、

而

し

て

歴

代

叙

事

頗

る

詳

し

。

今

之

に

従

ふ

。

八

弥

巖

松

氏

の

冑
（

ち

ゅ

う

）
、
一

目

眇
（

び

ょ

う

）
故

に

時

に

人

或

は

片

目

八

弥

と

称

す

。
又

按

ず

る

に

松

栄

紀

事

、
持

益

、
家

政

と

作

す

。
家

政

、

持

益

の

子

な

り

、

而

し

て

八

弥

を

殺

す

者

実

は

持

益

な

り

。

時

に

年

二

十

六

、

今

之

を

訂

す

十
六
年
、（
織

田

）

信
秀
塁
を
築
き
岡
崎
に
逼 せま
る
。
其
の
子
信
廣

信

長

公

庶

兄

を
し
て
安
祥
に
拠 よ

ら
し



烈祖成績（巻之一） 7

む
。
岡
崎
四
面
敵
を
受
く
。
勢
甚
だ
危
急
な
り
。
公
、
援
を
義
元
に
乞
ふ
。
義
元
将 まさ
に
駿
河
・

遠
江
の
兵
を
発
し
之
を
救
は
ん
と
す
。
而
し
て
質
を
公
に
徴 もと
む
。
公
、
已 や

む
を
得
ず
神
祖
を
以

て
質
と
為
す
。
時
に
年
六
歳
。
従
者
二
十
八
人
。
陸
は
皆
讐
国

し
ゅ
う
こ
く

、
故
に
舟
路
を
取
り
西
郡
よ
り

田
原
に
至
る
。
康
光
の
子
甚
五
郎
創

業

記

、
弾

正

の

子

と

作

す

。
孫

四

郎

、
家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

並

び

て

五

郎

兵

衛

と

作

す

。

按

ず

る

に

、

戸

田

系

図

・

諸

士

伝

略

、

康

光

の

子

。

孫

四

郎

・

五

郎

兵

衛

無

く

し

て

甚

五

郎

有

り

。

名

闕

く

。

後

に

丹

波

守

と

称

す

。
其

妹

の

下

注

に

云

ふ

に

廣

忠

卿

室

な

り

と

。
今

之

に

拠

る

忠
を
信
秀
に
通
じ
神
祖
を
潮
見
坂
に
奪
ふ
。
従

兵
金
田
某
戦
死
す
。
甚
五
郎
神
祖
を
将 つ

れ
古
渡
に
至
る
。
信
秀
に
授
け
て
曰
は
く
「
卿
、
参
州

を
図
ら
ん
と
欲
す
。
此
を
以
て
質
と
為
す
に
過
ぐ
る
無
し
」
と
。
信
秀
大
い
に
悦
び
銭
五
百
貫

を
以
て
之
に
酬 むく
ゆ
。
三

河

物

語

・

松

栄

紀

事

、

曰

は

く

、

青

銅

一

千

貫

。

創

業

記

曰

は

く

、

二

百

貫

。

徳

川

歴

代

曰

は

く

、

永

楽

銭

一

百

貫

。

諸

説

紛

紜

た

り

。

家

忠

日

記

は

但

し

云

ふ

、

厚

く

之

を

賞

す

と

。

按

ず

る

に

、

駿

府

記

、

神

祖

自

ら

言

ふ

「

吾

幼

き

時

、

又

右

衛

門

某

有

り

、
吾

を

銭

五

百

貫

に

鬻

ぐ(

ひ

さ

ぐ

＝

売

る)

」
と

。
後

藤

少

三

郎

面(

む

か)

ひ

て

神

祖

の

話

を

聞

く

に

此

の

如

し

。
今

之

に

従

ふ

。

又

右

衛

門

蓋

し

戸

田

康

光

の

家

士

な

り

熱
田
加
藤
図
書
家
に
幽
亍

ゆ
う
ち
ょ
く(
軟

禁)

し
、
使
を
岡
崎
に
遣
し
て
曰
は
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く
「
吾
駿
府
の
任
子
（

大

切

な

子

）

を
得
た
り
、
卿(

廣

忠)

義
元
に
畔 そむ
け
。
而
し
て
吾
と
講
和
せ
ば
則

ち
任
子
を
送
還
せ
ん
。
然
ら
ざ
れ
ば
之
を
殺
す
」
と
。
廣
忠
公
曰
は
く
「
尾
張
参
河
、
兵
を
構

ふ
る
こ
と
多
年
。
奸
人
、
質
を
奪
ひ
以
て
奇
貨
と
為
す
。
吾
が
志
に
非
ざ
る
な
り
。
義
元
と
定

約
す
、
其
の
事
甚
だ
重
し
。
豈
に
一
子
を
以
て
信
義
に
易
へ
ん
や
。
生
殺

せ
い
さ
つ

は
卿
意
に
在
り
、
吾

の
知
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
信
秀
之
を
聞
き
怒
り
神
祖
を
萬
松
寺
天
王
坊
間
に
移
し
之
を

禁
錮
す
。
艱
苦
万
状
。
所
生
水
野
氏
、
久
松
佐
渡
守
俊
勝

初

め

弥

九

郎

と

称

す

、
肥

後

守

定

俊

の

子

に
再
醮

さ
い
し
ょ
う

(

再

婚)

す
。
尾
州
阿
古
居
に
在
り
、
熱
田
と
相
近
し
。
水
野
氏

屡
し
ば
し
ば

俊
勝
の
家
士
平
野
久
蔵
・
竹
内

久
六
郎
を
遣
は
し
、
其
寒
温
を
問
ひ
衣
物
を
贈
り
て
之
を
撫
慰
す
。
義
元
、
廣
忠
公
の
言
を
聞

き
其
の
志
に
感
じ
、

益
ま
す
ま
す

之
を
議
救
す
。

十
七
年
三
月
、
信
秀
兵
を
率
ゐ
安
祥
に
至
る
。
義
元
、
臨
済
寺
僧
雪
斎
を
以
て
諸

家

伝

に

拠

れ

ば

、

大

原

崇

孚

、

号

雪

斎

。

清

見

寺

に

住

す

。

勇

略

有

り

て

軍

事

に

暁

く

、

将

兵

屢

功

有

り

。

或

は

云

ふ

、

雪

斎

、

義

元

の

諸

父(

お

じ)

な

り

、

義

元

之

を

畏

憚

す

。
雪

斎

死

し

、
義

元

稍

懈
（

や

や

お

こ

た

り

）
、
軍

政

日

に

乱

る

と

。
按

ず

る

に

、
彰

考

館

雑

録

載

す

、
義

元

、
其

の

子
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氏

真

を

戒

め

書

き

て

曰

は

く

「

余

、

父

命

を

以

て

幼

き

よ

り

僧

と

し

て

禅

徳

寺

黙

堂

和

尚

に

就

き

て

学

ぶ

。

歴

二

十

年

、

成

す

所

無

し

と

雖

も

其

の

志

在

る

所

、
大

原

和

尚

の

知

る

所

な

り

」
と

。
之

に

拠

れ

ば

則

ち

其

の

説

或

は

然

る

な

り

兵
数
千
を
将
ゐ
、
朝
比
奈

藤
三
郎

�

能
・
岡
部
五
郎
兵
衛
長
教
を
副
と
為
し
之
を
救
は
し
む
。
松

栄

紀

事

、

�

能

、
将

と

為

し

、
雪

斎

、

軍

監

と

為

す

。

今

家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

・

年

譜

附

尾

に

従

ふ

。

�

能

、

後

に

備

中

守

と

称

す

廣
忠
公
、
援
軍
と
合
ふ
。
信

廣
と
小
豆
坂
に
戦
ひ
之
を
敗
る
。
酒
井
正
親
、
鎗
を
揮
ひ
突
戦
し
信
廣
退
奔
す
。
援
軍
之
を
追

ふ
。
信
廣
の
兵
津
田
孫
三
郎
・
織
田
造
酒
丞
等
七
人
還
り
闘
ふ
。
衆
之
に
乗
じ
競
進
す
。
大
い

に
義
元
兵
を
敗
る
。
我
軍
小
林
源
之
助
・
林
藤
五
郎
等
戦
死
す
。
岡
部
長
教
、
横
よ
り
尾
張
軍

を
撃
ち
又
之
を
敗
る
。
信
秀
、
信
廣
を
し
て
安
祥
城
を
守
ら
し
め
て
尾
張
に
還
る
。
援
軍
亦
た

駿
河
に
還
る
。
是
の
歳
、
信
秀
又
兵
七
千
余
を
率
ゐ
西
野
に
出
陣
す
。
岡
崎
の
兵
、
陣
を
張
り

相
対
す
。
信
秀
其
の
寡
を
侮
り
陣
を
柳
河
の
地
に
進
む
。
廣
忠
公
、
善
く
射
つ
者
を
選
び
雨
射

す
。
長
坂
血
槍
信
政
陣
を
陥
し
、
槍
を
以
て
盾
を
衝
く
。
従
者
曰
は
く
「
宜
し
く
以
て
之
を
礑
衝

と
う
し
ょ
う

す(

ぽ

ん

と

突

く)

べ
し
」
と
。
信
政
其
の
槍
を
倒
し
之
を
鏦つ

く
。
岡
崎
の
兵
勢
に
乗
り
競
進
す
。
信
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秀
の
兵
大
敗
し
単
騎
遁
げ
帰
る
。
松

栄

紀

事

本

書

曰

は

く
「

信

政

、
彦

九

郎

と

称

す

。
戦

毎

に

槍

を

血

塗

ら

ざ

る

は

莫
（

な

）

し

、

清

康

公

其

の

槍

を

見

る

毎

に

呼

び

て

曰

は

く

、

血

槍

と

。

遂

に

以

て

称

と

為

す

」

と

。

血

槍

、

茶

利

国

音

相

通

ず

。

故

に

其

子

孫

茶

利

九

郎

と

称

す

十
八
年
三
月
三
日
、
織
田
信
秀
卒
す
。
其
の
子
信
長
、
其
の
衆
を
統
領
す
。
信

長

公

、

幼

名

吉

法

師

、

後

に

上

総

介

と

称

す

。
従

一

位

右

大

臣

に

至

る

岡
崎
の
諸
将
、
喪
に
因
り
之
を
伐
た
ん
と
欲
す
。
会
た
ま
た
ま

廣
忠
公

羅
（
罹
）

疾
す
。

六
日

薨
み
ま
か

る
。
年
二
十
四
。
創

業

記

・

三

遠

平

均

記

、

二

十

五

と

作

す

。

三

河

物

語

二

十

三

。

今

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

松

栄

紀

事

・

徳

川

家

譜

・

大

樹

寺

記

・

増

上

寺

所

蔵

松

平

譜

に

従

ふ

。

一

説

に

或

は

二

十

九

と

作

す

は

誤

な

り

公
、
慈
仁
撫
士
（

家

臣

に

思

い

や

り

が

あ

る

）
、
勇
に
し
て
決
機
た
り
。
然
る
に
性
猜
忌
多
く
衆
親
附
せ
ず
。
時
に
神
祖
甫
八
歳
、

熱
田
に
在
り
て

計
（
訃
）

を
聞
き
哀
毀 き
（

歎

き

悲

し

ん

で

や

せ

る

）

殆
ど
成
人
の
如
し
。
人
皆
哀
感
す
。
松

栄

記

事

臣
按
ず
る
に
、
岡
崎
の
基
業
、
厥 そ

の
来
た
る
や
遠
し
。
蓋
し
根
本
固
ま
れ
ば
則
ち
枝
葉
茂
り
、

淵
源
深
け
れ
ば
則
ち
洲
流
広
し
。
親
氏
公
以
て
世
室
の

冑
ち
ゅ
う
（

頭

）
親

氏

公

、
有

親

公

の

子

、

韜
光
晦
迹

と
う
こ
う
か
い
せ
き
（

隠
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れ

住

む

）
、
参
河
に
流
寓
す
。
仁

怒
（
恕
）
（

ゆ

る

す

）

寛
厚
、
邦
人
其
の
恵
を
懐 おも
ふ
。
竟
に
其
の
力
を
頼
み
、

土
地
人
民
有
る
を
得
。

�

親
公
亦
仁

怒
（
恕
）

、
武
幹
有
り

�
親

公

、
親

氏

公

の

子

克
く
衆
庶
を
撫
す
。
彊
囲

き
ょ
う
い

を
開
拓
し
岩
津
・
岡
崎
二
城
を
築
く
。
而
し
て
岡
崎
に
居
る
。
雑

録

・

駿

参

紀

聞

曰

は

く

、

岡

崎

城

、

宝

徳

元

年

大

草

西

海

始

め

築

く

所

な

り

。
旧

称

龍

城

。
蓋

し

�
親

公

修

築

し

て

更

に

岡

崎

と

称

す

る

な

り

信
光
公
を
し
て
岩
津
に

居
せ
し
む
。
信

光

公

、

�

親

公

の

第

三

子

信
光
公
、
智
勇
兼
備
、
寛
猛
相
済
（

そ

ろ

う

）
、
兼
弱
攻
昧
（

弱

き

を

合

せ

暗

き

を

攻

め

る

）
。
基
業
始
め
て
大
な
り
。
天
の
祐 たす
く
る
所
、
子
孫
蕃
衍
（

増

え

て

盛

ん

だ

）
、
所

生
の
男
女
四
十
八
人
。
別
子
支
庶
、
割
郡
分
邑
、
宗
族
蔚 うつ
（

一

団

を

な

し

て

並

ぶ

）

と
し
て
日
に
盛
ん

な
り
。
親
忠
公

信

光

公

第

三

子

謀
画
周
摯 し
（

行

き

届

く

）
、
励
精
治
を
図
り
、
能 よ

く
信
光
公
の
教
を
守

り
、
恒
に
以
て
衆
を
撫
し
務
を
為
す
。
人
に
善
く
し
宝
と
為
す
。
絶
甘
分
少
、
威
恵

并
（
並
）

行
す
。

長
親
公

親

忠

公

子

沈
毅
に
し
て
、
権
略
有
り
。
墜
つ
る
弗 な

き
堂
構
な
り
。
安
祥
の
寡
兵
を
以
て

今
川
氏
親
の
多
衆
を
破
る
。
隣
敵
讋
服

し
ょ
う
ふ
く

（

懼

れ

服

す

）
、
威
名
大
い
に
振
ふ
。
皆
寛
簡
に
由
り
衆
を

馭
し
、
徳
沢
広
覃
な
り
。
唯
だ
信
忠
公
長

親

公

子

日
夜
酣
飲

か
ん
い
ん

、
軍
政
を
恤 うれ
へ
ず
（

気

に

し

な

い

）
、
挙
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動
、
衆
望
を
厭
は
ず
、
宗
族
親
し
ま
ず
。
勲
旧
（

手

柄

の

あ

る

古

い

家

柄

）

猜 さい
懼 く

。
幸
ひ
に
し
て
長
親

公
猶
存
す
。
将
佐
（

将

官

と

そ

の

下

の

武

官

）

命 めい
を
稟 う

け
菟
裘

と
き
ゅ
う

（

隠

居

地

）

を
大
浜
に
営
ま
し
む
。
清
康
公

信

忠

公

子

天
資
絶
倫
、
勇
略
蓋
世

が
い
せ
い

（

気

力

雄

大

）
、
士
心
帰
嚮

き
き
ょ
う

（

武

士

た

ち

が

心

服

す

る

）
、

大
い
に
先
業
を
振

は
す
。
其
の
勢
将
に
尾
張
の
疆
敵
を
攘
斥
し
、
京
師
に
直
進
し
将
軍
義
晴
公
に
謁
見
せ
ん
と
す
。

一
旦
変
起
く
。
倉
猝

そ
う
そ
つ
（

思

い

が

け

ず

）

我
師
（

軍

）

潜 ほろ
ぶ
。
廣
忠
公
清

康

公

子

幼
弱
に
し
て
危
き
こ
と
綴
流

て
い
り
ゅ
う

（

旗

の

垂

れ

た

部

分

、
実

権

の

な

い

君

主

の

た

と

え

）

の
如
し
。
叔
祖
信
定
、
竊
ひ
そ
か

に
異
国
を
蓄
ふ
（

心

に

隠

し

持

つ

）
。

安
倍
定
吉
、
公
を
抱
き
出
奔
す
。
援
を
今
川
義
元
に
乞
ひ
、
岡
崎
諸
将
大
久
保
忠
俊
・
八
国
府

甚
六
・
大
原
左
近
衛
門
等
に
通
謀
す
。
忠
誠
金
石
を
貫
き
、
義
気
天
地
を
動
か
す
。
内
外
謀
を

合
は
せ
公
を
岡
崎
に
納
む
。
公
、
軍
事
に

暁

暢

ぎ
ょ
う
ち
ょ
う

す
（

よ

く

通

じ

て

い

る

）
。
部 ぶ

伍 ご

整
粛
、
克
く
先
志

を
継
ぐ
。
我
が
武
維
揚
が
る
。
不
幸
に
し
て
蚤
世

そ
う
せ
い

（

若

死

）

す
。
神
祖
幼
く
し
て
質
と
為
る
。
中

路
に
し
て
奪
拘
せ
ら
る
。
歯
熟
（

年

と

る

）

に
曰
は
く
、
彾
仃
単
煢

れ
い
て
い
た
ん
け
い

（

一

人

ぼ

っ

ち

）
、
百
艱
備
掌
な
り

と
。
諸
将
協
謀
し
、

僅
か
つ
が
つ

還
城
を
得
る
。
浹
辰

し
ょ
う
し
ん

（

十

二

日

間

）

な
ら
ず
し
て
又
駿
河
に
如 ゆ

く
。
義
元



烈祖成績（巻之一） 13

代
は
り
て
政
を
為
し
、
参
河
を
以
て
己
が
有
と
な
す
。
将
士
其
の
采
邑
（

支

配

地

）

を
褫 うば
は
る
ゝ

を
懼
れ

躬
み
ず
か

ら
耒
耜

ら
い
し
ょ
（

鋤

鍬

）

を
執
り
田
畝
に
服
す
。
而
し
て
敢
へ
て
離
叛
の
心
を
生
ず
る
こ
と
無

し
。
勍
動

け
い
ど
う

（

強

敵

と

の

戦

い

）

有
る
毎
に
義
元
参
河
の
兵
を
徴
発
し
、
以
て
先
鋒
と
為
す
。
将
士
其

の
敵
に
餌
す
る
を
知
り
て
敢
へ
て
辞
避
せ
ず
。
控 こう
弦 げん
抗 こう
戈 か
（

弓

刀

で

立

ち

向

か

う

）
、
肝
脳

か
ん
の
う

地
に
塗 まみ
れ

（

む

ご

た

ら

し

く

殺

さ

れ

る

）

て
悔
ま
ず
。
者 これ
皆
我
が
君
の
速
か
に
岡
崎
に
帰
り
祖
先
の
墜
緒

つ
い
し
ょ

（

衰

え

た

事

業

）

を
紹 つ

ぐ
を
欲
す
れ
ば
な
り
。
＊

小
白
の
斉
に
入
り
、
重
耳

ち
ょ
う
じ

の
晋
に
還
る
、
未
だ

喩
た
と
え

と
為
す

に
足
ら
ず
。
苟 いや
し
く
も
歴
世
の
仁
漸
義
摩
、
淪
肌
浹
髄

り
ん
き
し
ょ
う
ず
い

（

仁

義

が

身

に

沁

み

こ

み

善

く

な

る

）

に
非
ざ
れ

ば
則
ち

烏
い
ず
く
ん

ん
ぞ
能
く
此
に
至
ら
ん
や
。
天
其
の

忱
ま
こ
と

を
棐たす
け
竟 つい
に
旧
復
を
得
。
神
祖
の
英
略
世

を
蓋 おお
ふ
。
寛
仁
大
慶
、
櫛 しっ
風 ぷう
沐 もく
雨 う
（

風

雨

に

さ

ら

さ

れ

苦

労

す

る

）
、
経
略
（

天

下

を

経

営

し

四

方

を

攻

め

取

る

）

殆
ど
虚
歳
無
し
（

休

み

な

し

）
。
青
野
原
の
師
（

い

く

さ

）
、
大
憝たい
就
戮
（

憤

り

殺

す

）
、
難
波
の
戦
、
一
挙

大

捷
（
勝
）

、
将
士
帰
心
し
天
下
景
従
（

従

っ

て

離

れ

な

い

）

す
。
既
に
し
て
偃
武

え

ん

ぶ

崇
文
（

戦

が

す

み

平

和

に

な

り

、

文

を

尊

ぶ

）
、
四
海
寧
謐

ね
い
し
つ

（

平

和

）
。
上
は
天
子
を
尊
び
下
は
衆
庶
を
撫
し
、
遂
に
万
世
の
基
業
を
開
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く
。
而
し
て
勲
旧
の
裔
世
禄
匹 ひつ
休
す
。
豈
に
積
徳
累
仁
の

效
（
効
）

に
非
ざ
ら
ん
や
。
故
に
臣

竊
ひ
そ
か

に

其
の
根
本
を
推
し
其
の
淵
源
を
究
め
、
以 おも
為 えら
く
岡
崎
の
基
址

殆
ほ
と
ん

ど
周
室
と
相
類
す
と
。
周
、

大
王
よ
り
以
来
、
世
に
仁
徳
を
修
め
以
て
邦 くに
の
基
を
立
つ
。
岡
崎
の
岐
歯
（

子

孫

一

族

）

に
於
け
る

や
其
れ
殆
ど
庶
機

ち

か

し
。
詩
に
曰
は
く
、
＊

文
王
の
孫
子
は
本
支
百
世
な
り
と
。
凡
そ
周
の
士
、

亦
た
世
に
顕
れ
ず
と
。
此
の
謂 いい
な
り

岡
崎
の
群
臣
国
事
を
計
議
す
。
石
川
與
七
郎
数
正
安

芸

守

清

兼

孫

。

右

近

衛

監

忠

成

子

。

後

称

伯

耆

守

本
多
肥

後
守
忠
直
平

八

郎

忠

豊

次

子

、
忠

高

弟

天
野
甚
右
衛
門
繁
昌
等
謂
は
く
繁

昌

、
三

郎

兵

衛

康

景

弟

、
父

祖

注

下

「
尾

州
と
講
和
し
蚤 はや
く
竹
千
代
君
を
迎
へ
岡
崎
に
入
る
に
如
か
ず
」
と
。
石
川
清
兼
・
酒
井
正
親
謂

は
く
「
今
川
義
元
、
先
君
と
輯
睦

し
ゅ
う
ぼ
く

（

仲

良

く

す

る

）

な
り
て
且
つ
遠
参
の
甲
兵

幾
ほ
と
ん
ど

数
万
騎
な
り
。
其

の
勢
疆
大
、
義
元
に
属
し
以
て
還
り
入
る
を
図
る
に
如
か
ず
」
と
。
植
村
持
益
松

栄

紀

事

、

作

出

羽

守

家

政

。

拠

諸

士

伝

略

。

家

政

、

天

文

十

年

生

、

此

時

僅

九

歳

。

持

益

天

文

二

十

一

年

戦

死

於

沓

懸

。

其

為

持

益

、

明

矣

。

故

今

訂

之

・

鳥
居
伊
賀
守
忠
吉
謂
は
く
忠

吉

、

源

七

郎

忠

明

子

「
尾
州
と
の
講
和
、
事
速
か
に
成
す
べ
し
と
雖
も
、
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向 さき
に
義
元
三
州
の
兵
を
以
て
我
を
伐
た
ば
則
ち
勢
当
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
議
未
だ
決
ら
ず
。
義

元
（

廣

忠

公

の

）

計
（
訃
）

を
聞
て
曰
は
く
「
信
長
、
岡
崎
の
質
を
将 ひき
ゐ
来
攻
せ
ば
、
則
ち
将
士
望
風
（

評

判

を

聞

き

）

降
附
し
、
参
州
皆
敵
と
為
る
。
此
の
大
患
有
る
な
り
。
速
か
に
備
を
為
す
べ
し
」
と
。
則

ち
朝
比
奈

�

能
・
岡
部
長
教
等
を
し
て
兵
を

卒
（
率
）

ゐ
、
岡
崎
を
守
ら
し
む
。
国
を
挙
げ
義
元
に
属

す
。
諸
将
議
し
て
曰
は
く
「
安
祥
密
か
に
岡
崎
に
通
ず
。
攻
め
て
之
を
抜
く
に
如
か
ず
」
と
。

十
九
日
、
兵
を
発
し
、
安
祥
を
攻
む
。
信
廣
堅
守
防
戦
す
。
本
多
平
八
郎
忠
高
平

八

郎

忠

豊

長

子

前

島
傳
二
郎
矢
に
中 あた
り
死
し
、
榊
原
藤
兵
衛
戦
死
す
。
我
が
兵
利
無
く
し
て
退
く
。
乃
ち
駿
府
に

告
ぐ
。
義
元
重
ね
て
駿
遠
二
州
の
兵
を
発
す
。
僧
雪
斎
・
朝
比
奈

�

能
・
松
井
某
等
を
以
て
将

と
為
す
。
期
以
て
仲
冬
、
岡
崎
に
至
る
。
信
長
、
義
元
の
出
兵
す
る
を
聞
き
、
安
祥
の
兵
寡
く

守
り
難
き
を
慮
り
、
兵
を
遣
は
し
之
を
援
く
。
雪
斎
謀
り
て
曰
は
く
「
伏
邀

ふ
く
よ
う

（

待

ち

伏

せ

）

を
援
兵

に
設
く
れ
ば
則
ち
城
兵
当 まさ
に
出 い

で
救
ふ
べ
し
。
我
多
兵
以
て
夾
撃
す
れ
ば
之
を
破
る
は
必
な
り
」

と
。
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十
一
月
八
日
、
尾
州
の
援
兵
将 まさ
に
安
祥
に
入
ら
ん
と
す
。
伏
兵
遽 きょ
起 き

邀 よう
撃 げき
（

に

わ

か

に

起

っ

て

迎

え

撃

つ

）

す
。
城
兵
出
で
之
を
救
ふ
。
駿
河
軍
三
面
に
夾
撃
す
。
岡
崎
の
精
兵
松
平
玄
蕃
頭
清
善
与

二

郎

親

善

子

、

初

襲

称

与

二

郎

。

世

称

竹

谷

家

松
平
主
殿
助
伊
忠
伊

忠

、

大

炊

助

好

景

子

。

世

称

深

溝

家

・
松
平
勘
四
郎
信
一

信

光

公

男

孫

、

彦

四

郎

利

長

子

。

後

為

伊

豆

守

。

世

称

藤

井

家

・
松
平
右
京
松

栄

紀

事

、

拠

福

釜

松

平

系

図

。

蓋

三

郎

二

郎

親

次

也

。

称

右

京

亮

・
本
多
彦
二
郎
廣
孝
彦

三

郎

信

重

子

。

後

為

豊

後

守

、

更

越

前

守

・
小
栗
助
兵
衛
・
酒
井
左
衛

門
尉
忠
次
左

衛

門

某

子

。
幼

名

小

平

次

。
更

小

五

郎

。
後

為

左

衛

門

尉

石
川
清
兼
・
石
川
彦
二
郎
・
村
越
平
三
郎
・

村
越
二
郎
八
・
米
津
藤
蔵
・
本
橋
金
五
郎
・
天
野
繁
昌
・
鳥
居
忠
吉
・
大
久
保
五
郎
右
衛
門
忠

勝
等
忠

勝

初

称

新

八

郎

。

父

祖

注

下

五
十
二
人
、
槍
を
揮
ひ
奮
撃
し
衆
軍
競
進
す
。
信
廣
素 もと
驍
ぎ
ょ
う

勇
（

強

く

て

勇

ま

し

い

）

な
り
。
衆
に
先
ん
じ
力
戦
す
。
而
れ
ど
も
寡
、
衆
に
敵
す
る
能
は
ず
。
外
郭
遂
に
破

ら
る
。
信
廣

究

蹙

き
ゅ
う
し
ゅ
く

（

困

っ

て

ち

ぢ

こ

ま

る

）

し
、
纔
わ
ず
か

に
牙
城
を
保
つ
の
み
な
り
。
信
長
告
を
聞
き
急
ぎ

馳
せ
之
を
殺
さ
ん
と
す
。
鳴
海
に
至
り
狼
煙
の
起
つ
を
見
る
。
城
の
陥
る
を
疑
ひ

轡
く
つ
わ

を
按 おさ
へ
進

ま
ず
。
雪
斎
使
を
遣
は
し
、
信
長
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
安
祥
既
に
破
ら
る
。
信
廣
の
命
旦
夕
（

危
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急

切

迫

）

に
在
り
。
若
し
之
を
生
か
さ
ん
と
欲
せ
ば
、
当
に
岡
崎
の
質
を
以
て
之
に
易
ふ
べ
し
。
然

ら
ず
ん
ば
立
ち
ど
こ
ろ
に
之
を
殺
す
べ
し
」
と
。
信
長
怒
り
答
へ
ず
。
将
佐
苦
諌 かん
す
（

主

君

を

諌

め

る

）
。
信
長
之
に
従
ふ
。
雪
斎
、
信
廣
を
放
還
す
。
神
祖
遂
に
岡
崎
に
還
る
を
得
。
諸
将
、
先
君

の
志
を
継
ぎ
、
神
祖
を
義
元
に
送
り
質
と
為
す
。
岡
崎
に
在
る
こ
と
纔
か
に
十
日
、
又
駿
府
に

赴
く
。
酒
井
与
四
郎
重
忠
雅

楽

頭

正

親

子

。

後

称

河

内

守

・
天
野
三
郎
兵
衛
康
景
縫

殿

遠

房

孫

。

甚

右

衛

門

景

恒

子

・
平
巖
七
之
助
親
吉
後

称

主

計

頭

・
阿
倍
善
九
郎
正
次
・
阿
部
新
四
郎
・
高
力
与
左
衛
門
清
長
備

中

守

重

長

孫

新

三

安

（

マ

マ

）

長

子

。

後

称

河

内

守

・
内
藤
與
兵
衛
・
村
越
平
三
郎
・
江
原
孫
三
郎
・
古
橋
宗
内
・
榊

原
平
七
郎
・
渥
美
太
郎
兵
衛
友
勝
・
平
巖
新
八
郎
・
平
巖
善
七
郎
・
本
橋
金
五
郎
・
渡
辺
勘
解

由
左
衛
門
・
渡
辺
甚
平
次
・
天
野
又
五
郎
・
石
川
彦
二
郎
・
石
川
内
記
・
植
村
新
六
郎
家
政
持

益

子

。

後

称

出

羽

守

及
び
奴
僕
一
百
余
人
焉 これ
に
従
ふ
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

・

三

河

物

語

・

徳

川

記

。

諸

士

姓

名

、

拠

松

栄

紀

事

○

家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

等

諸

書

皆

以

抜

安

祥

易

質

子

。

神

祖

之

赴

駿

府

、

係

本

年

二

月

、

為

廣

忠

公

時

事

。

松

栄

紀

事

、

叙

事

甚

詳

。
為

十

一

月

事

。
年

譜
・
創

業

記
・
三

遠

平

均

記

、
亦

係

十

一

月

。
今

従

之

義
元
、
駿
府
宮
崎
に
築
館
し
之
に
居 お

く
。
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久
島
土
佐
守
を
し
て
監
護
せ
し
む
。
資
用
菲 ひ

薄
（

く

ら

し

の

資

用

が

少

な

い

）
、
庖
厨
寒
倹
（

食

事

が

粗

末

）

な
り
。
鳥
居
忠
吉
、
家
素 もと
富

饒
じ
ょ
う

、
常
に
岡
崎
よ
り
金
帛
（

金

品

）

を
奉
り
以
て
之
に
資
す
。
松

栄

紀

事

○

雑

録

駿

参

紀

聞

曰

、

神

祖

外

祖

母

名

萬

、

大

河

内

左

衛

門

佐

元

綱

女

、

嫁

水

野

忠

政

、

生

傳

通

院

。

水

野

氏

為

尼

、

号

玉

桂

慈

仙

。

在

駿

府

少

将

町

、

構

小

庵

居

僧

智

短

。

神

祖

幼

為

質

、

在

駿

府

、

依

慈

仙

尼

、

入

僧

庵

。

学

書

後

創

為

華

陽

院

。

以

智

短

為

開

祖

山

号

玉

桂

寺

。
有

神

祖

所

親

接

、
柑

橘

柿

樹

安

慈

仙

尼

牌

。
往

年

先

臣

大

串

元

善

、
使

于

駿

府

面

聞

華

陽

院

僧

語

。
筆

記

之

附

以

備

攷

岡
崎
の

宗
族
老
臣
皆
義
元
の
指
麾
を
受
く
。
義
元
、
石
川
右
近
・
安
倍
定
吉
を
以
て
岡
崎
城
代
と
為
す
。

鳥
居
忠
吉
・
松
平
三
郎

（
二
郎
）

右
衛
門
重
吉
奉
行
と
為
す
。
松

栄

紀

事

、

重

吉

信

光

公

曽

孫

傳

七

郎

重

親

子

、

世

称

能

見

家

諸
将
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
竹
千
代
尚
幼
し
。
軍
国
の
政
、
我
之 これ
に
莅 のぞ
む
（

統

括

す

る

）
。
当 まさ
に
年
長
く

之
に
還
る
を
待
つ
べ
し
」
と
。
乃
ち
吏
を
遣
は
し
賦
税
を
斂 あつ
む
。
将
士
其
の
食
邑
を
失
ふ
を
懼 おそ
る
。

神
祖
之
を
聞
き
遍
く
書
を
賜
ひ
て
曰
は
く
「
采
地
は
一
切
先
の
考
（

評

定

）

の
時
に
異
な
ら
ず
」
と
。

将
士
皆

按
（
安
）

堵
す
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

天
文
二
十
年
辛
亥
、
神
祖
駿
河
に
在
り
。
年
方 まさ
に
十
歳
。
安
倍
河
原
に
往
き
端
午
の
石
戦
を
観
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る
。
一
群
は
三
百
余
人
、
一
群
は
之
に
半
ば
な
り
。
衆
皆
多
群
に
就
き
之
を
観
る
。
神
祖
僕
に

命
じ
寡
群
に
就
か
し
む
。
従
者
怪
し
み
て
之
を
問
ふ
。
神
祖
曰
は
く
「
多
群
特 ただ
衆 おお
く
し
て
其
の

心
一
な
ら
ず
。
寡
群
寡
を
知
る
、
勠 りく
（

あ

わ

せ

る

）

力
励
勇
。
多
群
必
ず
敗
る
な
り
」
と
。
果
し
て

其
の
言
の
如
し
。
人
皆
驚
異
す
。
義
元
之
を
聞
き
喜
び
て
曰
は
く
「
将
門
に
将
有
り
と
謂
ふ
べ

し
」
と
。

愈
い
よ
い
よ

之
を
器
重
す
と
。
甲

陽

軍

鑑

、

為

神

祖

十

三

歳

時

事

。

今

創

業

記

・

松

栄

紀

事

に

従

ふ

（

天

文

）

二
十
三
年
甲
寅
、
神
祖
駿
府
に
在
り
。
是
の
歳
始
め
て
擐
甲

か
ん
こ
う

す
（

鎧

甲

を

ま

と

う

）
。
創

業

記

弘
治
元
年
乙
卯
、
神
祖
駿
府
に
在
り
。
今
川
義
元
、
駿
参
二
州
の
兵
を
発
す
。
尾
州
蟹
江
城
を

攻
め
、
以
て
織
田
信
長
を
牽 ひ

く
（

誘

い

込

む

）
。
岡
崎
の
兵
、
松
平
和
泉
守
眞
乗
、
前
鋒
を
為
す
。
眞

乗

、

小

名

源

次

郎

。

称

左

近

。

信

光

公

五

世

孫

。

和

泉

（

守

脱

カ

）

親

乗

子

。

世

称

大

給

家

。

松

栄

紀

事

、

作

家

乗

。

拠

諸

士

伝

略

、

家

乗

、

真

乗

子

。

天

正

六

年

生

。

今

訂

之

。

家

忠

日

記

、

作

近

乗

。

益

誤

大
久
保
新
八
郎
忠
俊
宇

都

左

衛

門

五

郎

忠

茂

子

、

初

称

五

郎

右

衛

門

其
の
弟
甚
四
郎
忠
員

後

称

平

右

衛

門

・
姪
（

こ

こ

で

は

甥

）

七
郎
右
衛
門
忠
世
忠

員

長

子

・
阿

倍
四
郎
五
郎
忠
政
大

久

保

弥

三

郎

忠

久

子

、

為

安

倍

四

郎

兵

衛

定

次

養

子

・
杉
浦
八
郎
五
郎
勝
吉
徳

川

歴

代

作

鎮

貞

。
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今

従

杉

浦

系

譜

父
子
三
人
先
登
し
槍
を
揮
ひ
力
戦
す
。
世
に
之
を
蟹
江
七
本
槍
と
謂
ふ
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

○

按

ず

る

に

、

世

に

七

本

槍

と

称

す

る

者

四

つ

、

天

文

十

七

年

参

州

小

豆

坂

、

天

正

十

一

年

江

州

志

津

嶽

、

慶

長

五

年

信

州

上

田

、

尾

州

蟹

江

と

四

つ

な

り

・
武
井
角
左
衛
門
・
大
橋
新
三
郎
戦
死
す
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

（

弘

治

）

二
年
丙
辰
、
神
祖
駿
府
に
在
り
。

正
月
十
五
日
首
服
を
加
ふ
（

元

服

加

冠

）
。
時
に
年
十
五
。
義
元
冠
を
加
へ
、
関
口
刑
部
少
輔
親
永
髪

を

理
と
ゝ
の

ふ
。
年

譜

・

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

○

一

説

に

親

永

、

氏

縁

と

作

す

。

松

栄

紀

事

義

廣

と

作

す

。

今

上

諸

書

に

従

ふ

。

紀

事

又

云

ふ

、

関

口

或

は

瀬

名

氏

と

称

す

、

親

永

、

義

元

妹

夫

、

諸

書

或

は

姑

夫

と

作

す

、

未

だ

孰

（

い

ず

れ

）

是

（

ぜ

）

な

る

か

を

知

ら

ず

。

徳

川

歴

代

曰

は

く

瀬

名

と

称

す

。
関

口

新

野

三

家

曰

は

く

、
今

川

家

一

族

衆

之

に

拠

れ

ば

則

ち

瀬

名

関

口

別

の

一

家

な

り

徳
川
二
郎
三

郎
元
信
と
称
す
。
義
元

昏
（
婚
）

を
議
り
親
永
の
女
を
以
て
夫
人
と
為
す
。
礼
成
り
（

婚

礼

が

と

と

の

い

）

参

州
の
士
駿
府
に
至
り
之
を
賀
す
。
家

忠

日

記

・

年

譜

附

尾

、
以

納

夫

人

係

三

年

。
三

遠

平

均

記

作

二

年

二

月

十

三

日

。
今

従

創

業

記

・

徳

川

歴

代

・

徳

川

家

譜

・

松

栄

紀

事

。

但

、

諸

書

無

月

日

故

不

記

二
月
二
十
日
、
松
平
右
京
亮
義
春
初

称

甚

太

郎

。

長

親

公

第

四

子

、

為

東

條

城

主

。

世

称

東

條

家

神
祖
に
代
は
り
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西
参
河
譜

弟
（
代
）

の
士
を
牽
ゐ
、
同
州
日
近
城
を
攻
む
。
城
主
奥
平
久
兵
衛
貞
延
拒
戦
す
。
貞

延

、

徳

川

歴

代

作

貞

置

、

今

従

福

釜

松

平

系

図

義
春
矢
に
中
り
て
死
す
。
神
祖
之
を
聞
き
涙
を
揮
ひ
嗟
惜
す
。
聞
く

者
皆
感
動
す
。
嗣
子
（

あ

と

つ

ぎ

）

家
忠
尚
幼
し
、
亀
千
代
と
称
す
。
家
臣
松
井
左
近
忠
次
松

井

金

四

郎

某

子

忠
に
し
て
勇
有
り
。
且
つ
婚
戚
た
り
。
故
に
忠
次
を
し
て
家
忠
を
傅
し
其
兵
を
領
せ
し
む
。

数
し
ば
し
ば

軍
功
有
り
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

是
の
歳
福
釜

寨
と
り
で

を
築
く
。
酒
井
忠
次
を
し
て
之
を

守
ら
し
む
。
大
久
保
忠
勝
・
渡
邊
八
右
衛
門
義
綱
源

次

有

綱

子

、

清

兵

衛

長

綱

弟

筧
助
太
夫
正
重
清

左

衛

門

正

治

弟

三

子

、

図

書

重

忠

弟

・
杉
浦
勝
吉
・
大
原
左
近
右
衛
門
・
阿
部
忠
政
・
大
久
保
次
右
衛
門
忠
佐

等

忠

佐

。
忠

員

第

二

子

。
忠

世

弟

援
兵
と
為
す
。
信
長
の
武
将
、
柴
田
権
六
勝
家

信

長

公

家

老

。
後

為

修

理

亮

。

領

越

前

・
荒
川
新
八
兵
一
千
余
騎
を
率
ゐ
来
攻
す
。
松

栄

紀

事

、

作

二

千

余

騎

。

未

知

孰

是

。

今

従

家

忠

日

記

城
兵

力
戦
す
。
渡
邉
義
綱
、
尾
州
の
魁
兵
早
川
藤
太
を
射
殺
す
。
大
久
保
忠
勝
将
に
其
の
首
を
取
ら

ん
と
す
。
勝
家
槍
を
揮
ひ
忠
勝
を
鏦つ

く
。
阿
部
忠
政
、
勝
家
を
射
、
之
を
傷
つ
く
。
其
の
兵
（

勝

家

の

兵

）

来
救
ふ
。
之
を
扶
け
馬
を

上
た
て
ま
つ

る
。
忠
勝
其
の
馬
を
刺
す
。
勝
家
僅
か
に
免
れ
て
退
く
。
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荒
川
新
八
、
衆
に
先
ん
じ
て
進
む
。
我
が
兵
奮
撃
す
。
獲
斬

く

び

き

る
こ
と
数
十
人
。
新
八
、
兵
を
斂 おさ
め

尾
州
へ
還
る
。
家

忠

日

記

、

係

正

月

。

創

業

記

・

年

譜

附

尾

・

松

栄

紀

事

、

不

係

月

。

今

従

之

。

〇

按

ず

る

に

、

徳

川

歴

代

、

松

平

三

郎

次

郎

親

俊

、

福

釜

城

を

守

る

。

酒

井

忠

次

・

大

久

保

忠

勝

等

を

遣

は

し

之

を

援

く

。

然

れ

ど

も

福

釜

松

平

系

図

、

親

俊

の

下

其

の

事

を

載

せ

ず

。

今

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

に

従

ふ

参
州
の
士
柳
原
兵
部
、
駿
馬
を

上
た
て
ま
つ

る
。
嵐
鹿
毛
と
号
す
。
神

祖
、
之
を
大
将
軍
＊

源
義
輝
に
献
ず
。
義
輝
悦
び
手
書
及
び
短
刀
を
贈
る
。
家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

、

係

三

年

。

今

従

松

栄

紀

事

神
祖
、
義
元
に
請
ひ
て
曰
は
く
「
吾
幼
に
し
て
父
母
の
邦
を
去
り
尾
州
・
駿
府

に
在
り
。
多
く
年
を
歴 へ

る
所
先
人
の
葬
祭
、
孝
を
尽
す
こ
と
能
は
ず
。
願
は
く
は
郷
里
に
還
り

墳
墓
を
灑
掃
し
、
以
て
追
慕
の
誠
を
仲
せ
ん
」
と
。
義
元
之
を
許
す
。
是
に
至
り
て
始
て
岡
崎

に
還
る
。
松

栄

紀

事

義
元
、
山
田
新
左
衛
門
を
し
て
牙
城
（

本

城

・

本

丸

）

を
守
ら
し
む
。
神
祖
、
之

を
避
け
羅
城
（

大

き

い

城

の

外

郭

）

に
居
る
。
時
の
人
其
の
識
見
（

物

事

を

識

別

し

観

察

す

る

能

力

）

有
る
を
美

む
。
年

譜

附

尾

、

按

ず

る

に

、

本

書

三

年

と

係

く

。

然

れ

ど

も

明

年

の

春

、

神

祖

又

駿

河

に

往

く

。

蓋

し

三

年

事

と

誤

り

為

す

。

故

に

此

に

係

く

勲
旧
譜

弟
（
代
）

の
将
士
歓
呼
拝
趨
す
（

お

会

い

し

に

行

く

）
。
鳥
居
忠
吉
進
み
、
神
祖
の
手
を
握
り
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て
曰
は
く
「
臣
今
老
羸

ろ
う
る
い

（

老

い

さ

ら

ば

え

る

）

戎
じ
ゅ
う

（

戦

）

間
に
駆
馳

く

ち

す
る
こ
と
能
は
ず
。
故
に
多
く
倉
庫

を
置
き
軍
糧
を
貯
ふ
。
願
は
く
は
吾
が
君
、
多
士
を
豢
養

か
ん
よ
う
（

取

り

込

み

養

う

）

し
威
名
を
四
方
に
振
へ
。

臣
残
喘 ぜん
を
保
ち
得
て
之
に
面
見

ま

み

ゆ
れ
ば
則
ち
志
願
畢 おわ
れ
り
」
と
。
因
り
て
歔
欷

き

ょ

き

嗚
咽
す
。
神
祖

も
亦
た
感
動
す
。
松

栄

紀

事

臣
按
ず
る
に
、
参
河
に
三
譜

弟
（
代
）

有
り
。
一
に
曰
は
く
岩
津
譜

弟
（
代
）

、
親
氏
公
・

�

親
公
・
信
光

公
三
世
功
労
の
士
是
れ
な
り
。
二
に
曰
は
く
安
祥
譜

弟
（
代
）

、
親
忠
公
・
長
親
公
二
世
開

閲
（
闢
カ
）

の
家

是
れ
な
り
。
三
に
曰
は
く
岡
崎
譜

弟
（
代
）

、
清
康
公
の
武
威
を

畏
か
し
こ

み
、
＊

跂 き

慕
攀 はん
附
す
る
者
是
れ

な
り
。
或
は
云
ふ
、
安
祥
は
山
中
岡
崎
之 これ
を
謂
ふ
と
。
三
譜

弟
（
代
）

其
の
説
異
な
る
と
雖
も
御
譜

弟
（
代
）

衆
と
通
称
す
。
＊

胙
之

そ

し

茅
土

ぼ

う

ど

、
以
て
城
と
為
す
。
猗
矣

あ

あ

盛
ん
な
る
か
な
。

三
年
丁
巳
春
、
神
祖
又
駿
河
に
如 ゆ

く
。
元
康
と
改
名
し
蔵
人
と
称
す
。
年

譜

・

松

栄

紀

事

。

按

ず

る

に

、

創

業

記

二

年

と

係

く

る

は

誤

り

。

三

遠

平

均

記

天

文

二

十

三

年

と

作

す

。

益

々

誤

る

。

○

徳

川

歴

代

曰

は

く

、

是

の

歳

神

君

岡

崎

に

還

り

、

古

老

の

話

を

聞

く

。

清

康

公

の

智

勇

兼

備

之

を

慕

ひ

元

康

と

改

名

す

と

。

其

の

説

拠

有

る

に

似

た

り

。

而

し

て

連

書

義

元

の

汲

引

（

登

用



烈祖成績（巻之一） 24

す

る

）

任

官

を

以

て

蔵

人

に

補

せ

ら

る

と

。

按

ず

る

に

、

永

録

九

年

神

祖

始

め

て

任

官

、

諸

書

言

は

ざ

る

所

な

り

。

作

者

の

杜

撰

な

る

を

疑

ひ

、

故

に

取

ら

ず

永
禄
元
年
戊
午
、
神
祖
駿
府
に
在
り
。
今
川
義
元
神
祖
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
西
参
河
は
卿
（

神

祖

）

の
累
世
の
所
領
な
り
。
将
士
信
長
と
与 かか
は
る
者
多
し
。
盍 なん
ぞ
之
を
伐
ち
以
て
其
の
地
を
取
ら
ざ

る
」
と
。
神
祖
大
い
に
悦
び
、
二
月
駿
府
を
発
し
岡
崎
に
還
る
。
宗
族
勲
旧
召
さ
ず
し
て
集
ま

る
。
寺
部
城
主
鈴
木
日
向
守
叛
き
織
田
信
長
に
属
す
。
故
に
先 まず
之
を
討
つ
。
時
に
神
祖
年
十
七
。

酒
井
正
親
・
石
川
清
兼
前
鋒
を
為
す
。
火
を
外
郭
に
縦 はな
ち
之
を
急
攻
す
。
城
兵
拒 ふせ
ぎ
守
る
。
本

多
作
左
衛
門
重
次
作

左

衛

門

重

信

子

、

襲

称

作

左

衛

門

及
び
弟
久
蔵
重
玄
、
先
登
す
。
重
玄
戦
死
す
。
松

平
重
吉
苦
戦
し
創 きず
せ
ら
る
。
重
吉
の
次
子
半
弥
之
助
重
茂
及
び
其
の
兵
、
名
倉
総
助
等
も
亦
戦

死
す
。
我
が
兵
死
傷
を
顧
み
ず
奮
撃
し
斬
首
す
る
こ
と
百
余
級
。
日
向
守
力
屈
し
出
で
降
る
。

義
元
、
神
祖
の
功
を
褒
め
佩
刀
を
贈
る
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾

。
日

向

守

出

降

、

拠

徳

川

記

山
中
三
百
貫
地
を
還
給
す
。
徳

川

記
・
徳

川

歴

代
・
年

譜

附

尾

信
長
の
部
将
佐
久
間
某
廣
瀬
城
に
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拠
る
。
我
が
兵
之
に
進
攻
す
。
信
長

寨
と
り
で

を
築
き
之
を
守
る
。
大
久
保
忠
世
敵
兵
津
田
兵
庫
を
斬

り
首
級
を
獲
る
。
江
原
某
、
神
戸
甚
七
を
斬
る
。
敵
遂
に
敗
走
す
。
我
が
兵
大
呼
し
城
に
逼 せま
る
。

松
平
清
善
、
弟
勘
解
由
と
衆
を
麾
し
て
曰
は
く
「
左
右
皆
敵
の

寨
と
り
で

な
り
、
深
く
進
む
べ
か
ら
ず
」

と
。
兵
を
斂 あつ
め
て
退
く
こ
と
十
町
ば
か
り
、
隊
を

厳
い
ま
し

め
（

隊

に

用

心

さ

せ

る

）

顧
り
視
る
。
寺
部
鈴
木

氏

拠

上

文

寺

部

城

主

鈴

木

日

向

守

既

降

。

此

或

其

族

乎

。

未

詳

挙
母
板
倉
氏
及
び
丹
下
中
島
等
諸
塞
の
出
兵
間

を
伺
ひ
、
将
に
我
軍
を
撃
た
ん
と
す
。
石
川
清
兼
神
祖
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
我
君
初
め
て
出
師

す
。
両
日
の
捷 かち
、
慶
び
此
に
過
ぐ
る
無
し
。
全
勝
の
兵
道
な
り
」
と
。
整
旅
し
て
還
る
。
松

栄

紀

事

神
祖
又
駿
府
に
如 ゆ

く
。
松
平
監
物
家
次
、
品
野
城
を
守
る
。
家

次

、

内

膳

信

定

孫

、

内

膳

正

清

定

子

信
長

寨
を
築
き
之
に
逼
る
。
日
夜
攻
撃
す
。
家
次

刀
（
力
カ
）

を
悉 つく
し
拒
守
す
。

三
月
七
日
夜
、
潜
か
に
兵
を
出
し
寨
を
襲
ふ
。
敵
兵
驚
擾
す
（

驚

き

騒

ぐ

）
。
家
次
進
撃
し
隊
将
竹
村

孫
七
郎
・
磯
田
金
平
・
戸
崎
平
九
郎
・
瀧
山
傳
三
郎
等
及
び
従
兵
五
十
余
人
を
斬
り
首
級
を
駿

府
に

上
た
て
ま
つ

る
。
神
君
其
の
勇
略
を
嘉
ぶ
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

○

徳

川

歴

代

、

監

物

家

次

、

作

松

平

勘

四

郎

信

一

。

家
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忠

日

記

亦

云

、

一

説

信

一

。

今

拠

桜

井

松

平

系

図

是
の
歳
挙
母
・
梅
坪
・
伊
保
等
の
城
を
攻
む
。
水
野
信
元
と

石
瀬
に
戦
ひ
、
渡
邉
半
蔵
守
綱
力
戦
し
功
有
り
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・

徳

川

歴

代

・

年

譜

附

尾

。

守

綱

、

源

五

左

衛

門

高

綱

子

、

後

更

忠

右

衛

門

○

三

遠

平

均

記

、

以

攻

寺

部

・

挙

母

・

梅

坪

等

為

弘

治

二

年

。

神

祖

十

五

歳

時

事

、

皆

係

月

日

。

本

年

既

差

、

月

日

不

足

拠

。

今

従

上

諸

書

二
年

（
永
禄
）

己
未
、
神
祖
駿
府
に
在
り
。

三
月
、
夫
人
関
口
氏
長
子
竹
千
代
を
生
む
。
年

譜

・

家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

・

徳

川

家

譜

・

松

栄

紀

事

今
川
義
元

国
富
兵
強
、
遠
参
の
豪
傑
麾
下
に
率
属
す
（

服

従

す

る

）
。
岡
崎
の
兵

数
あ
ま
た

捷 かち
を
告
げ
威
名
大
い
に
振

ふ
。
甲
斐
の
武
田
信
玄

左

京

大

夫

信

虎

子

、

名

晴

信

、

歴

信

濃

守

。

大

膳

大

夫

。

剃

髪

号

信

玄

相
模
北
条
氏
康

新

九

郎

長

氏

孫

、

左

京

大

夫

氏

綱

子

。

亦

任

左

京

大

夫

各
和
好
を
求
む
。
義
元
驕
泰
（

驕

り

た

か

ぶ

る

）

以
て
唾
手
と

為
し
、
以
て
天
下
を
得
べ
し
と
す
。
将
に
駿
遠
の
兵
を
徴 あつ
め
尾
州
に
出
撃
せ
ん
と
す
。
信
長
之

を
聞
き
城
堡
を
築
き
要
害
を
守
る
。
水
野
帯
刀
・
山
口
海
老
丞
守
孝
徳

川

歴

代

作

弘

憲

。

今

従

南

行

雑

録

。

其

余

、

尾

州

諸

将

、

歴

代

皆

有

名

。

杜

撰

、

不

足

拠

。

故

不

取

下

效

（

照

合

）

之

・
柘
植
玄
蕃
を
し
て
丹
下
城
に
拠
ら
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し
む
。
佐
久
間
右
衛
門
尉
信
盛

甚

九

郎

盛

光

子

、
襲

称

甚

九

郎

、
任

右

衛

門

尉

其
の
弟
左
京
亮
親
盛
按

ず

る

に

、

佐

久

間

系

図

、

信

盛

弟

有

久

六

郎

盛

重

・

大

学

と

同

名

に

し

て

左

京

亮

親

盛

無

し

。

未

詳

善
照
寺
城
に
拠
る
。
梶
川
平
左

衛
門
中
島
城
に
拠
る
。
佐
久
間
大
学
盛
重
弥

太

郎

盛

経

子

丸
根
城
に
拠
る
。
飯
尾
近
江
守
定
宗
・
其

の
子
隠
岐
守
信
宗

定

宗

、
織

田

三

郎

敏

宗

子

、
信

秀

伯

父

、
養

於

飯

尾

氏

。
家

忠

日

記
・
松

栄

紀

事

近

江

作

遠

江

。
徳

川

歴

代

、

子

作

弟

。

今

拠

織

田

家

譜

、

訂

之

。
・
織
田
玄
蕃
、
鷲
津
城
に
拠
る
。
山
口
左
馬
助
中
村
城
に
拠
る
。
其
の

子
九
郎
二
郎
鳴
海
城
に
拠
る
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

。

但

書

左

馬

助

父

子

守

中

村

・

鳴

海

二

城

。

而

無

子

名

。

今

拠

織

田

本

信

長

記

○

按

ず

る

に

、

山

口

玄

蕃

允

宗

和

弟

（

第

カ

）

二

子

、

左

馬

助

弘

定

、

慶

長

十

九

年

大

阪

城

に

入

り

、

以

て

叛

く

。

名

称

偶

同

じ

。

豈

に

其

の

祖

先

な

ら

ん

や

。

今

考

ふ

る

所

無

し

。

左
馬
助
信
長
に
叛
き
大
高
・
沓
懸
二
城
の
守
将
を
誘
ひ
、

義
元
に
属
さ
し
む
。
義
元
、
鵜
殿
長
助
・
長
持

播

州

青

蓮

寺

記

云

、

長

助

、

名

長

忠

。

今

従

年

譜

・

三

河

物

語

・

徳

川

代

代

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

○

長

持

、
諸

書

或

作

長

照

誤

。
長

照

長

持

長

子

、
藤

太

郎

之

名

也

を
し
て
大
高
・
沓
懸
二

城
を
守
ら
し
め
、
岡
部
長
教
を
し
て
鳴
海
城
を
守
ら
し
む
。
是
に
先
ん
じ
義
元
の
部
将
葛
山
播

磨
守
徳

川

歴

代

、

作

備

中

勝

吉

。

今

従

松

栄

紀

事

・
三
浦
左
馬
助
・
飯
尾
豊
前
守
・
浅
井
小
四
郎
、
笠
寺
城
に
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拠
り
、
尾
州
諸
城
を
掎
角

き

か

く

（

前

後

か

ら

の

攻

め

陣

）

に
す
。
大
高
城
糧
乏
し
。
急
を
駿
府
に
告
ぐ
。
義

元
神
祖
を
し
て
糧
を
納
め
し
む
。
神
祖
時
に
年
十
八
、
英
気
方
鋭
。
譜

弟
（
第
）

の
士
、
踊
躍
相
従
ひ

幾
ほ
と
ん

ど
一
千
騎
に
及
ぶ
。
急
ぎ
進
軍
し
大
高
に
陣
す
。
左
右
間
を
伺
ひ
、
将
に
糧
を
納
め
ん
と
す
。

信
長
出
兵
し
鳴
海
海
辺
に
城
寨
を
詗
察

け
い
さ
つ

す
（

さ

ぐ

る

）
。
我
軍
以
為

お
も
え
ら

く
、
信
長
糧
道
に
邀 よう
す
（

待

ち

受

け

る

）

と
。
鳥
居
四
郎
左
衛
門
・
内
藤
甚
五
左
衛
門
義
教

拠

寛

永

系

図

、

四

郎

左

衛

門

正

成

兄

、

称

甚

五

左

衛

門

、

而

無

名

。

松

栄

紀

事

、

名

義

教

、

豈

正

成

之

兄

耶

未

詳

・
内
藤
四
郎
左
衛
門
正
成
右

京

進

義

清

孫

、

甚

蔵

某

子

・
石
川

十
郎
左
衛
門
・
杉
浦
藤
次
郎
時
勝
・
杉
浦
勝
吉
を
し
て
之
を
偵
せ
し
む
。
義
教
・
正
成
等
皆
曰

は
く
「
敵
、
兵
を
厳
し
く
し
我
が
糧
道
を
絶
つ
」
と
。
独
り
勝
吉
言
ひ
て
曰
は
く
「
敵
、
戦
を

欲
せ
ず
。
速
か
に
糧
を
納
む
べ
し
」
と
。
義
教
・
正
成
曰
は
く
「
子 し

敵
の
鋭
気
を
見
ず
や
。
何

ぞ
之
れ

繆
あ
や
ま
り

を
言
ふ
」
と
。
勝
吉
の
み
曰
は
く
「
然
ら
ず
、
敵
戦
は
ん
と
欲
せ
ば
則
ち
当 まさ
に
山
を

下
り
て
陣
す
べ
し
。
今
我
軍
を
見
、
陣
を
山
上
に
還
す
。
是
れ
我
を
避
く
る
な
り
。
納
糧
猶
予

す
べ
か
ら
ず
」
と
。
神
祖
、
之
を
然
り
と
す
。
急
ぎ
兵
を
遣
は
し
寺
部
・
梅
坪
二
城
に
向
か
は



烈祖成績（巻之一） 29

し
む
。
火
を
民
屋
に
縦 はな
ち
て
、
敵
を
誘
ふ
。
鷲
津
・
丸
根
二
城
烟
を
見
、
起 た

ち
馳
せ
之
を
救
ふ
。

間 すき
に
乗
じ
糧
を
納
む
。
此
れ
神
祖
の
兵
略
の
始
な
り
。
義
元
之
を
聞
き
大
い
に
其
の
功
に
感
ず
。

世
に
之
を
称
へ
て
曰
は
く
「
大
高
兵
糧
納
め
」
と
。
三

河

物

語

、

係

元

年

、

為

神

祖

十

七

歳

時

事

。

徳

川

歴

代

、

係

三

年

、
為

十

九

歳

時

事

。

三

遠

平

均

記

、
係

弘

治

三

年

。
皆

誤

。
今

従

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾

。

清
水
権
之

助

大
高
城
に
在
り
、
敵
兵
を
撃
ち
功
有
り
松

栄

紀

事

信
長
兵
を
引
き
清
洲
に
還
る

拠

信

長

譜

。

天

文

二

十

年

、

信

長

移

居

清

洲

城

神
祖
も
亦
た
岡
崎
に
還
る
。
義
元
、
神
祖
を
し
て
西
参
河
の
敵
を
撃
た
し

む
。
故
に
又
出
兵
す
。
寺
部
・
梅
坪
・
挙
母
・
伊
保
等
の
城
を
攻
め
、
得
る
所
の
采
地
を
戦
功

諸
士
に
頒 わか
ち
給
ふ
。
衆
咸 みな
悦
び

謂
お
も
え
ら

く
「
乃
祖

だ

い

そ

（

祖

父

）

清
康
公
の
英
武
に
似
る
」
と
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾

是
歳
、
神
祖
亦
駿
府
に
如
く
。
創

業

記

・

家

忠

日

記

臣
按
ず
る
に
、
世
に
神
祖
の
将
略
と
称
す
る
は
二
つ
。
曰
は
く
大
高
兵
糧
納
め
、
曰
は
く
一

宮
後
詰
。
然
し
て
敵
の
強
弱
其
の
勢

侔
ひ
と
し

か
ら
ず
。
自 おの
ず
か
ら
軽
重
の
分
有
る
は
何
ぞ
や
織
田

信
長
公
驍
将
（

勇

将

）

な
り
。
其
の
鋒
木
（

ほ

こ

さ

き

）

当
り
易
し
。
故
に
岡
崎
諸
将
、
糧
を
納
む
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る
以
て
難
と
為
す
。
独
り
杉
浦
勝
吉
の
み
能
く
形
勢
を
察
す
。
而
し
て
神
祖
決

幾
（
機
）

易 か

ふ
る
こ

と
掌
を
反
す
が
如
し
。
信
長
公
、
吾
軍
の
厳
整
な
る
を
見
、
士
卒
を
損
ふ
を
慮
ふ
。
故
に
糧
道

に
邀 ま

た
ず
。
彼
を
知
り
己
を
知
る
。
豈
に
徒 ただ
に
驍
勇
の
み
な
ら
ん
や
。
他
年
神
祖
と
講
和
の
心
、

未
だ
必
ず
し
も
此
に
萌 きざ
さ
ざ
る
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。（
未

必

不

萌

於

此

地

＝

こ

こ

に

生

ま

れ

て

い

た

の

だ

。
）

一

宮
（

三

河

一

宮

）

則
ち
是
に
異
れ
り
。
今
川
氏

直
（
眞
）

闇
将
な
り
。
率
兵
一
万
余
、
参
河
を
寇 あら
す
（

せ

め

こ

む

）
。
其
の
半
ば
を
以
て
一
宮
城
を
圍 かこ
む
。
神
祖
三
千
余
の
兵
を
以
て
之
を
救
ふ
。
直
ち
に
其

の
陣
営
を
過
ぐ
。
往
き
て
復
た
反
る
。
無
人
の
地
を
践 ふ

む
が
如
し
。
氏
眞
其
の
精
鋭
を
畏
れ
敢

へ
て
交
鉾
せ
ず
。
徒
ら
に
重
兵
を
擁
し
、
一
矢
を
も
放
つ
能
は
ず
し
て
去
る
。
雷
霆 てい
（

稲

妻

）

の

威
、
虎
豹
皆
股
戦

こ

せ

ん

（

お

の

の

く

）

す
。
苟
し
く
も
節
制
（

厳

し

い

規

律

）

の
兵
を
訓
練
す
る
に
非
ず
ん
ば

烏 いず
く
ん
ぞ
能
く
此
に
至
ら
ん
や
。

三
年
庚
申
、
神
祖
駿
府
に
在
り
。

五
月
今
川
義
元
、
兵
四
万
余
騎
を
将 ひき
ゐ
年

譜

・

家

定

日

記

・

信

長

譜

・

徳

川

記

・

東

宮

記

・

松

栄

記

事

。

按

ず

る

に

三

遠
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平

均

記

、

義

元

兵

二

万

。

四

万

余

騎

と

号

す

る

、

其

の

実

を

得

る

か

を

疑

ふ

十
七
日
参
州
池
鯉
鮒
に
至
る
。
神
祖
、
兵
を
発
し
之
に
従
ふ
。

十
八
日
（

神

祖

）

久
松
俊
勝
阿
古
居
家
に
往
き
、
所
生
水
野
氏
に
謁
す
。
異
父
弟
三
郎
太
郎
・
源
三

郎
・
長
福
三
人
、
側
に
侍
す
。
神
祖
欣
然
と
し
て
曰
は
く
「
吾
れ
兄
弟
寡
し
。
汝
が

曹
と
も
が
ら

（

お

ま

え

た

ち

）

姓
氏
と
棣
咢

て
い
が
く

（

庭

梅

＝

兄

弟

仲

が

良

い

例

え

）

の
好
を
成
し
、
参
州
に
来
た
ら
し
め
、
以
て
創
業
の

資
と
為
さ
ん
」
と
。
因
り
て
名
を
賜
ひ
、
三
郎
太
郎
、
康
元
と
曰
ひ
、
後
に
因
幡
守
と
為
す
。

源
三
郎
、
康
俊
と
曰
ひ
、
豊
前
守
と
為
す
。
長
福
、
定
勝
と
曰
ひ
、
隠
岐
守
と
為
す
。
定

勝

、

初

名

勝

俊

。

松

栄

紀

事

、

作

義

勝

。

今

従

久

松

系

図

・

徳

川

歴

代

。

康

元

、

為

関

宿

城

主

。

康

俊

質

于

甲

州

。

定

勝

、

為

桑

名

城

主

。

皆

在

下

文

皆
松
平
氏
を
賜
ふ
。
又
其
の
家
士
平
野
久
蔵
・
竹
中
久
六
郎
を
召
し
之
を

労
い
た
わ

る
。
俊
勝
大
い

に
悦
び
眉 び

尖 せん
刀
（

中

国

の

剣

・

日

本

の

長

刀

状

）

海
螺
を
献
ず
。
徳

川

歴

代

以

賜

三

子

姓

名

、

為

納

糧

大

高

前

事

。

今

従

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

是
の
日
、
義
元
大
高
に
至
る
。
丸
根
・
鷲
津
二
城
を
抜
き
尾
州
に
進
入
せ
ん
と
欲
す
。
神
祖
を
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し
て
丸
根
城
を
攻
め
し
む
。
守
将
佐
久
間
盛
重
、
急
を
信
長
に
告
ぐ
。
神
祖
一
千
余
騎
を
分
け

三
軍
と
為
す
。
諸

書

不

載

兵

戦

、

今

拠

三

遠

平

均

記

石
川
日
向
守
家
成
に
命
じ
て
曰
は
く

家

成

、

清

康

兼

弟

二

子

、

忠

成

弟

「
一
軍
は
正
兵
と
為
す
。
直
ち
に
進
み
之
を
撃
て
。
一
軍
は
游
兵
と
為
す
。
相
幾 ちか
く
横

か
ら
撃
て
。
一
軍
は
麾
下
に

獲
（
護
）

衛
せ
よ
」
と
。
松
平
又
七
郎
家
廣

信

光

公

玄

孫

、

佐

渡

守

親

忠

子

、

称

内

膳

正

、

後

為

紀

伊

守

、

世

称

形

原

家

・
松
平
弥
左
衛
門
・
松
平
伊
忠
等
七
十
二
人
正
兵
と
為
る
。
松
平
勘

解
由
左
衛
門
康
定
康

定

、
蓋

大

炊

助

好

景

弟

也

。
説

在

四

年

二

月

・
松
平
清
善
・
松
平
信
一
等
五
十
五
人
游
兵

と
為
る
。
酒
井
忠
次
・
酒
井
重
忠
・
石
川
数
正
等
四
十
九
人
麾
下
に
護
り
、
各
兵
衆
を
統
べ
る
。

石
川
家
成
・
酒
井
忠
次
三
軍
に
号
令
す
。
松

栄

紀

事

十
九
日
黎
明
、
丸
根
城
を
攻
む
。
城
兵
開
門
し
争
ひ
て
出
づ
。
神
祖
之
を
望
み
見
て
曰
は
く
「
我

多
く
彼
寡
し
。
当
に
堅
守
防
戦
す
べ
き
に
、
反
し
て
此
に
出
で
闘
ひ
決
死
一
戦
せ
ん
と
欲
す
る

な
る
べ
し
。
浪
戦
（

無

駄

な

戦

）

す
べ
か
ら
ず
。
当
に
銃
失
を
以
て
之
に
挑
み
間 すき
を
伺
ひ
城
を
抜
く

べ
し
」
と
。
家
成
・
忠
次
軍
中
に
申
し
せ
し
む
る
も
、
前
鋒
既
に
交
は
る
。
松
平
善
四
郎
正
親

信
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光

公

五

世

孫

、

善

兵

衛

三

光

子

・
松
平
荘
右
衛
門
重
利

二

郎

衛

門

重

吉

長

子

・
高
力
新
九
郎
重
正
備

中

守

重

長

弟

二

子

筧
又
蔵
正
則
等
戦
死
す
。
正

則

、

清

左

衛

門

正

治

弟

二

子

、

助

太

夫

正

重

兄

神
祖
の
麾
衆
進
み
闘
ふ
。
麾

下
の
壮
子
悉
力
奮
撃
す
。
高
力
清
長
・
奥
平
九
八
郎
貞
能

監

物

貞

勝

長

子

、

後

為

美

作

守

。

善
く
闘
ひ

功
有
り
。
遂
に
佐
久
間
盛
重
を
斬
る
。
代

々

記

・

三

遠

平

均

記

・

三

河

物

語

並

云

、

大

学

戦

敗

遁

去

。

佐

久

間

家

譜

曰

、

盛

重

放

火

焼

城

佯よ
う

死し

（

い

つ

わ

り

）

脱

去

。

家

譜

之

説

似

可

信

、

然

其

後

不

見

盛

重

之

所

在

。

亦

不

足

拠

。

今

従

創

業

記

・

徳

川

記

・

家

忠

日

記

・

東

宮

記

・

松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾

我
兵
進
み
て
旗
を
城
上
に
竪 た

つ
。
贄
掃
部
氏
信
先
登
す
。
駿
河

別
将
朝
比
奈

�

能
、
鷲
津
城
を
攻
め
之
を
抜
き
、
守
将
飯
尾
定
宗
を
斬
る
。
義
元
以
為

お
も
え
ら

く
、
大

高
は
尾
州
の
要
衝
な
り
。
当
に
守
将
を
選
ぶ
べ
し
と
。
左
右
皆
曰
は
く
「
元

□
（
康
カ
）

丸
根
城
を
陥
す
。

威
名

赫
あ
き
ら
か

に
著
し
。
此
人
に
過
ぐ
る
無
し
」
と
。
義
元
之
を
然
り
と
す
。
乃
ち
神
祖
を
し
て
大
高

城
を
守
ら
し
む
。
義
元
、
一
朝
、
丸
根
・
鷲
津
二
城
を
抜
く
。
其
の
心

益
ま
す
ま
す

驕
る
。
敵
の
寨
を
按

行
し
（

調

べ

る

）

以
為

お
も
え
ら

く
、
蕞
爾

さ

い

じ

（

小

さ

い

）

の
蟻
蛭
は
一
蹴
し
て
倒
す
べ
し
と
。
前
軍
数
百
歩
を
距 へだ
て

桶
峽
に
陣
す
。
家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

松

栄

紀

事

・

年

譜

附

尾

信
長
清
洲
に
在
り
。
盛
重
の
報
を
聞
き
て
曰
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は
く
「
大
学
、
我
に
先
ん
ず
る
こ
と
一
日
。
救
は
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
と
。
将
佐
諌
め
て
曰
は
く

「
彼
は
衆 おお
く
我
は
寡
な
し
。
城
に
拠
り
固
守
す
る
に
如
か
ず
」
と
。
信
長
曰
は
く
「
敵
今
朝
の
捷 かち

に
狃 な

れ
士
卒
驕
惰
な
ら
ん
。
我
笠
寺
よ
り
東
し
、
善
照
寺
城
を
過
ぎ
、
義
元
の
麾
下
を
急
撃
せ

ば
則
ち
必
ず
大
い
に
志
を
得
ん
。
此
れ
不
意
を
撃
つ
の
術
な
り
」
と
。
信

長

譜

・

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

梁

田
出
羽
守
曰
は
く
「
此
れ
奇
計
な
り
、
必
ず
大
捷
を
得
ん
」
と
。
松

栄

紀

事

信
長
登
時

と

う

じ

（

そ

の

時

す

ぐ

）

清
洲
を
発
す
。
従
兵
僅
か
に
五
騎
。
熱
田
に
至
る
比 ころ
、
二
百
を
過
ぎ
ず
織

田

本

信

長

記

先 まず
熱
田

社
に
詣
で
戦
勝
を
祷
る
。
密
か
に
祠
官
と
謀
り
金
革
（

剣

と

甲

冑

）

を
鳴
ら
す
。
信
長
高
声
に
衆
に

告
げ
て
曰
は
く
「
神
殿
金
革
の
声
有
り
、
是
れ
神
、
我
を
助
く
る
や
、
戦
勝
は
必 ひつ
な
り
」
と
。

衆
皆
踴
躍
し
中
島
に
至
る
。
衆
兵
踵
至

し
ょ
う
し

す
（

続

々

と

来

る

）
。
然
る
に

来
（
未
だ
カ
）

二
千
に
満
た
ず

松

栄

紀

事

○

本

書

曰

、
信

長

発

清

州

、
従

兵

不

過

十

騎

。
比

至

熱

田

、
衆

軍

踵

至

。
家

忠

日

記

曰

、
従

兵

三

千

余

騎

。
織

田

本

信

長

記

、
載

五

騎

姓

名

。

其

余

為

得

実

。

従

之

。

臣
按
ず
る
に
、
壬
申
の
乱
、
吉
野
大
将
大
伴
吹
負

ふ

け

い

、
高
市
・
牟
狭
・
村
屋
三
神
吉
野
を
保
祐
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す
る
慿
語
（

お

告

げ

）

を
伝
播
し
、
以
て
衆
庶
を
励
ま
し
、
士
心
を
一
に
し
、
遂
に
天
武
帝
を
し

て
簒
奪
せ
し
め
、
其
の
志
の
如
く
す
。
此
れ
吹
負
の
将
略
（

戦

略

）

な
り
。
斉
の
＊

田
単
、
神
師

を
用
ゐ
、
晋
の
＊

李
矩
、
子
産
神
の
教
と
称
す
る
の
類
の
如
し
。
古
よ
り
皆
此
術
を
用
ゐ
る
。

信
長
公
の
み
、
豈
に
能
く
前
古
の
事
を
知
る
者
な
ら
ん
や
。
特 た

だ
英
明
の
資
を
以
て
略
を
施
す

所
同
じ
。
期
せ
ず
し
て
然
り
。
此
れ
其
の
将
略
、
人
に
過
ぐ
る
者
な
り
。

分
け
て
二
隊
と
為
す
。
尾
州
の
驍
兵
、
佐
佐
隼
人
正
・
千
秋
新
四
郎
・
巖
室
長
門
守
、
必
ず
先

登
を
志
す
。
遥
か
に
信
長
の
旗
旌

き

せ

い

を
見
、
進
み
、
義
元
の
前
軍
と
闘
ひ
敗
死
す
。
前
軍
其
首
を

進
た
て
ま
つ

る
。
義
元

益
ま
す
ま
す

驕
り
、
備
を
設
け
ず
宴
を
山
間
に
張
る
。
大
い
に
士
卒
を

犒
ね
ぎ
ら

ふ
。
時
黒
雲
歘くつ
（

に

わ

か

に

）

起
、
大
雨
雷
電
、
杳
冥
咫
尺

よ

う

め

い

し

せ

き

を
弁
ぜ
ず
（

暗

く

、

す

ぐ

そ

ば

で

も

わ

か

ら

な

い

）
。
信
長
之
に
乗
じ
旗

を
偃 ふ

せ
鼓
を
臥
せ
潜
か
に
義
元
の
陣
の
後
に
出
づ
。
令
し
て
曰
は
く
「
他
陣
に
向
か
ふ
勿
れ
。

必
ず
義
元
の
麾
下
を
撃
て
」
と
。
闘
士
競
進
す
。
信
長
旗
を
揚
げ
急
ぎ
之
を
撃
つ
。
前
田
又
左

衛
門
利
家
、
年
十
八

利

家

、

封

加

賀

。

秀

吉

公

賜

氏

、

称

曰

羽

柴

筑

前

守

、

以

旗

其

功

。

至

従

二

位

権

大

納

言

、

先

臣

城

所

友
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仙

曰

、

縫

殿

助

家

則

子

。

系

図

作

蔵

人

利

昌

子

、

誤

先
登
し
級
を
獲
り
信
長
悦
ぶ
。
梁
田
出
羽
守
・
織
田
造
酒

丞
・
林
佐
渡
守
通
勝

林

佐

渡

守

通

村

孫

、

新

左

衛

門

通

安

子

、

初

称

新

五

郎

、

林

氏

、

元

稲

葉

氏

也

。

中

世

分

居

濃

州

安

八

郎

（

郡

）

林

邑

。

故

称

林

氏

槍
を
揮
ひ

猝
す
み
や

か
に
至
る
。
麾
下
驚
擾
す
。
義
元

幄
と
ば
り

を
出
で
之
を
戒
む
。
服
部

小
平
太
進
み
義
元
を
擬 はか
る
（

狙

う

）
。
義
元
短
刀
を
抜
き
其
の
膝
を
斫 き

る
。
毛
利
新
介
槍
を
以
て
義

元
を
刺
し
、
遂
に
其
の
首
を
獲
る
。
駿
兵
大
い
に
崩
潰
す
。
信
長
勝
に
乗
じ
追
撃
し
、
二
千
五

百
余
級
を
斬
首
す
。
織

田

本

信

長

記

、
作

三

千

余

級

。
今

従

家

忠

日

記

・
徳

川

記

・
信

長

譜

・

松

栄

紀

事

駿
州
の
鋭
兵
三

浦
左
馬
助
・
斎
藤
掃
部
・
庵
原
左
近
・
庵
原
荘
二
郎
・
朝
比
奈
主
計

か

ず

え

・
西
郷
内
蔵
助
・
冨
塚
修

理

家

忠

日

記

、

冨

塚

作

倉

塚

、

今

従

徳

川

記

・

松

栄

紀

事

松
平
摂
津
守
・
冨
永
伯
耆
守
・
四
宮
右
衛
門
・
井
伊

信
濃
守
直
盛

宮

内

少

輔

直

宗

子

油
井
蔵
人
・
松
井
兵
部
・
松
平
治
右
衛
門
等
六
十
余
人
戦
死
す
。
其

の
余
の
将
士
皆
城
を
棄
て
走
る
。
信
長
、
兵
を
戢おさ
め
清
洲
に
還
る
。
家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

○

家

忠

日

記

・

徳

川

記

並

曰

、

義

元

之

将

岡

部

五

郎

兵

衛

長

教

鳴

海

城

に

在

り

、

義

元

の

隕

命

（

い

ん

め

い

＝

命

を

落

と

す

）

を

聞

き

、

勇

気

撓
た
わ
ま

ず

、

固

く

守

る

こ

と

十

余

日

。

信

長

佐

佐

内

蔵

助

成

政

を

し

て

之

を

攻

め

し

む

。

下

ら

ず

。

信

長

其

の

勇

壮

に

感

じ

講

和

す

。

長

教
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之

に

従

ふ

。
義

元

の

首

を

得

以

て

駿

州

に

帰

る

を

請

ふ

。
信

長

之

を

授

く

。
長

教

悦

び

城

を

出

で

去

る

。
士

卒

に

謂

ひ

て

曰

は

く

、
「

吾

城

を

守

り

敵

を

却

く

る

と

雖

も

功

を

立

て

ず

。

徒

ら

に

駿

州

に

帰

る

は

吾

が

志

に

非

ず

。

敵

大

捷

に

誇

り

守

禦

の

心

懈

く

、

其

の

不

意

に

乗

じ

急

ぎ

之

を

襲

撃

せ

ば

、

則

ち

敵

の

一

城

を

抜

く

は

甚

だ

易

し

。

水

野

藤

九

郎

信

近

守

る

所

の

参

州

刈

谷

城

は

我

が

帰

路

に

在

り

。

兵

を

発

し

襲

い

之

を

取

る

に

如

か

ず

」

と

。

衆

之

に

従

ふ

。

信

近

、

信

元

の

弟

な

り

。

駿

兵

の

大

敗

を

聞

き

、

果

た

し

て

守

備

を

設

け

ず

。

長

教

、

夜

伊

賀

の

諜

を

遣

ひ

、

城

に

潜

入

し

放

火

す

。

城

兵

驚

き

騒

ぐ

。

長

教

之

を

急

攻

す

。

信

近

戦

死

し

、

城

陥

落

す

。

長

教

兵

を

引

き

駿

府

に

還

る

。

氏

真

書

を

援

け

其

の

忠

勇

を

褒

む

。

此

の

当

時

之

戦

争

と

雖

も

神

祖

之

事

に

関

係

せ

ず

。

故

に

于

此

に

附

す

。

神
祖
大

高
城
に
在
り
、
未
だ
其
の
事
を
聞
か
ず
。
駿
兵
の
城
中
に
在
る
者
報
を
聞
き
皆
亡 に

げ
去
る
。
岡

崎
の
将
士
議
り
て
曰
は
く
「
駿
兵
皆
城
を
棄
て
走
る
。
我
独
り
誰
の
為
に
か
此
の
孤
城
を
守
ら

ん
や
。
全
軍
に
て
還
る
に
若 し

か
ず
」
と
。
神
祖
曰
は
く
「
軍
中
訛 か

言 げん
（

デ

マ

）

多
し
、

須
す
べ
か
ら

く
其
の

実
を
審 しら
べ
て
去
る
べ
し
。
事
若 も

し
蹉
跌
（

失

敗

）

な
ら
ば
必
ず
姍
笑

さ
ん
し
ょ
う

（

嘲

笑

）

を
受
け
ん
」
と
。
時
に

水
野
信
元
緒
川
城
に
在
り
。
其
の
舅
甥
の

好
よ
し
み

有
る
を
以
て
其
の
臣
浅
井
六
之
助
道
忠
を
し
て
義

元
の
死
を
告
げ
し
め
て
曰
は
く
「
明
日
信
長
将
に
来
攻
せ
ん
。
須
く
夜
に
乗
じ
速
か
に
去
る
べ
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し
」
と
。
神
祖
以
為

お
も
え
ら

く
「
信
元
は
舅
氏
な
り
。
然
れ
ど
も
信
長
に
党 くみ
す
。
未
だ
軽
信
す
べ
か
ら

ず
」
と
。
人
を
遣
は
し
探
詗

た
ん
け
い

し
（

さ

ぐ

る

）
、
乃
ち
其
の
実
を
得
。
将
佐
皆
速
か
に
去
る
を
勧
む
。

神
祖
曰
は
く
「
闇
夜
に
敗
兵
と
雑
糅

ざ
つ
じ
ゅ
う
（

交

え

る

）

せ
ば
則
ち
必
ず
道
路
に
迷
は
ん
。
須
く
月
出
を

持
（
待
）

ち
て
去
る
べ
し
。
敵
若
し
来
襲
せ
ば
速
か
に
一
戦
を
決
せ
よ
」
と
。
屹
然
と
し
て
動
か
ず
。
頃

之

し
ば
ら
く
し
て

天
霽 は

れ
月
出
づ
。
乃
ち
道
忠
を
以
て
郷
導
せ
し
む
。
軍
を
整
へ
て
還
る
。
寇
賊
道
を
遮
る
。
本

多
百
助
信
俊

太

郎

左

衛

門

重

信

孫

、

太

郎

左

衛

門

某

弟

二

子

屢
し
ば
し
ば

跋
馬
し
（

あ

ち

こ

ち

さ

せ

る

）

之
を
射
る
。
池
鯉

鮒
駅
に
至
り
、
刈
屋
の
土
寇
千
余
人
将
に
敗
兵
を
邀
た
ん
と
す
。
道
忠
前
駆
し
大
呼
し
て
曰
は

く
「
我
刈
屋
の
兵
な
り
。
侵
掠
す
べ
か
ら
ず
」
と
。
土
寇
之
を
聞
き
敢
へ
て
支
吾
に
（

手

向

か

い

）

せ
ず
。
道
忠
従
ひ
て
今
村
邑
に
至
り
て
還
る
。
後
に
其
の
功
を
賞
し
采
地
一
百
貫
を
賜
ふ
。
年

譜

・

創

業

記

・

三

河

物

語

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

東

宮

記

・

三

遠

平

均

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

神
祖
岡
崎
城
に
入
ら
ず
。

以
為
く
「
初
め
義
元
、
軍
を
出
し
三
浦
・
飯
尾
・
岡
部
等
を
し
て
岡
崎
城
を
守
ら
し
む
。
未
だ

我
を
還
す
の
意
有
ら
ず
。
義
元
死
す
と
雖
も

率
（
卒
）

意
（

急

に

）

入
城
は
義
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
軍
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を
大
樹
寺
に
駐
す
る
こ
と
三
日
な
り
。
松

栄

紀

事

義
元
戦
死
の
地
を
過
ぐ
る
こ
と
無
く
必
ず
下
馬

す
。
中

興

源

記

。

其
れ
信
義
に
篤
き
こ
と
此
類
を
率
く
な
り
。
駿
兵
の
岡
崎
城
を
守
る
者
、
義
元

の
死
を
聞
き
皆
出
で
走
る
。
神
祖
曰
は
く
「
彼
棄
て
な
ば
則
ち
吾
之
を
拾
は
ん
」
と
。

二
十
三
日
岡
崎
城
に
入
る
。
神
祖
六
歳
岡
崎
を
出
で
外
に
在
る
こ
と
十
四
年
。
初
め
て
宗
族
を

復
旧
す
る
を
得
。
勲
旧
老
少
歓
呼
す
。
士
気
大
い
に
奮
ふ
。
三

河

物

語

・

東

宮

記

・

代

代

記

・

松

栄

紀

事

。
参

州
の
旧
臣
絡
繹

ら
く
え
き

継
至
（

次

々

来

る

）
。

然
れ
ど
も
前
に
信
長
に
属
す
る
者
城
に
拠
り
降 くだ
ら
ず
。
神
祖
兵

を
発
し
、
挙
母
・
梅
坪
二
城
を
攻
め
又
廣
瀬
城
を
攻
む
。
城
主
三
宅
右
衛
門
佐
、
拂
楚
阪
に
拠

り
、
之
を
拒
む
。
足
立
金
弥
鉛
に
中
り
斃 へい
す
。
前
軍
頗
る
沮 はば
ま
る
。
神
祖

躬
み
ず
か

ら
兵
を
操
り
衆
を

励
ま
す
。
大
森
與
八
郎
直
ち
に
前 すす
み
槍
を
揮
ふ
。
衆
復
び
競
進
す
。
城
兵
敗
走
す
。
北 に

ぐ
る
を

逐
ひ
、
城
下
に
至
り
大
喊
（

鬨

の

声

を

上

げ

る

）

し
て
還
る
。
信
長
、
織
田
玄
蕃
信
平
を
し
て
沓
懸
城

を
守
ら
し
む
。
神
祖
之
を
攻
む
。
城
下
に
放
火
し
て
去
る
。
信
長
援
兵
を
出
し
之
を
躡 お

ふ
。
勢

甚
だ
鋭
な
り
。
大
久
保
忠
教

殿
し
ん
が
り

を
為
す
。
軍
を
全
う
し
て
還
る
。
信
長
、
水
野
信
元
に
命
じ
岡
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崎
を
攻
め
し
む
。
神
祖
出
兵
し
石
瀬
に
戦
ふ
。
松
平
信
一
・
石
川
新
九
郎
正
徳
・
杉
浦
八
十
郎
徳

川

記

作

八

郎

三

郎

、

今

従

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

・
鳥
居
四
郎
左
衛
門
・
大
原
左
近
右
衛
門
・
矢
田
作
十
郎
・

蜂
谷
半
之
丞
・
大
久
保
忠
俊
・
及
び
姪 おい
忠
世
・
忠
佐
・
高
木
九
助
廣
正
後

任

筑

後

守

・
大
田
甚
四
郎

吉
勝
・
松
井
忠
次
等
槍
を
揮
ひ
力
戦
す
。
敵
鳥
銃
を
放
ち
松
井
忠
次
の
眼
に
中
る
。
忠
次
進
撃

し
其
の
敵
之
を
殪 たお
す
。
筧
図
書
重
忠
助

太

夫

正

重

兄

、

初

称

平

三

郎

奮
戦
し
重
創
を

被
こ
う
む

る
。
特
に
書
を
賜

ひ
之
を
褒
む
。
大
久
保
喜
六
郎
忠
豊
級
を
獲
る
。
忠

豊

、

忠

俊

第

三

子

。

松

栄

紀

事

、

喜

六

作

喜

八

、

今

拠

諸

士

伝

略

訂

之

大
岡
助
十
郎
忠
次
戦
死
す
。

翌
日
又
信
元
の
兵
と
刈
屋
城
外
に
戦
ふ
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

並

云

、

俗

呼

此

地

曰

十

八

町

両
家
の
士
或
は
親

族
、
或
は
朋
友
な
り
。
故
に
互
に
相
媿は

ぢ
力
を
竭 つく
し
闘
を
交
ふ
。
大
久
保
忠
勝
及
び
弟
忠
豊
・

従
父
弟
（

父

方

の

従

弟

）

忠
世
・
大
田
吉
勝
等
斬
り
獲
る
功
有
り
。
杉
浦
八
十
郎
・
村
越
平
三
郎
戦
死

す
。
両
軍
の
戦
疲
れ
兵
を
戢おさ
め
て
退
く
。
又
寺
部
・
挙
母
二
城
を
攻
め
之
を
抜
く
。
進
み
山
中

に
至
り
、
医
王
山
の
寨
を
攻
む
。
久
松
俊
勝
先
登
す
。
敵
兵
槍
を
以
て
俊
勝
の
肩
を
傷
つ
く
。
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俊
勝
槍
の
幹
を
截 せつ
断
す
。

輒
す
な
わ

ち
寨
に
入
り
火
を
縦 はな
つ
。
衆
兵
相
踵

そ
う
し
ょ
う

競
進
し
、
遂
に
之
を
破
る
。

岡
崎
の
武
威
日
熾
月
盛

に

っ

し

げ

つ

せ

い

（

日

に

日

に

盛

ん

に

）

な
り
。
西
参
河
の
豪
傑
帰
降
す
る
者
益
多
し
。

是
の
歳
始
め
て
東
参
河
に
出
兵
す
。
長
澤
鳥
屋
根
城
を
攻
む
。
守
将
糟
屋
善
兵
衛
、
城
を
出
で

防
戦
す
。
榊
原
弥
兵
衛
忠
政

数
し
ば
し
ば

群
を
挺 ぬ

き
（

さ

き

が

け

す

る

）

進
み
闘
ふ
。
神
祖
其
の
勇
敢
な
る
を

褒
め
早
之
助
と
改
称
せ
し
む
。
人
皆
之
を
栄 ほ

む
。
、
年

譜

・

創

業

記

・

三

河

物

語

・

家

忠

日

記

・

東

宮

記

・

三

遠

平

均

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

○

松

栄

紀

事

曰

は

く

、

早

之

助

或

は

隼

之

助

と

称

す

。

其

の

敵

を

撃

つ

こ

と

迅

速

に

し

て

隼

の

如

き

な

り

と

言

ふ

。

徳

川

記

、

此

事

を

以

て

四

年

八

月

に

係

く

。

按

ず

る

に

、

明

年

七

月

糟

屋

善

兵

衛

、

又

長

澤

城

に

拠

り

て

戦

ふ

。

故

以

て

錯

誤

す

る

の

み

。

（

永

禄

）

四
年
辛
酉
二

年
（
月
カ
）

、
水
野
信
元
近
邑
を
侵
掠
す
。
神
祖
、
又
出
兵
し
石
瀬
に
戦
ふ
。
家

忠

日

記

係

三

年

六

月

、

命

従

松

栄

紀

事

石
川
数
正
、
敵
兵
高
木
善
二
郎
清
秀
と
槍
を
接
す
。
清

秀

、

六

郎

左

衛

門

宣

元

子

、
後

称

主

水

正

、
帰

神

祖

在

下

文

二
人
の
知
名
の
士
、
雌
雄
未
だ
決
せ
ず
。
我
軍
と
緒
川
の
兵
と
争
戦
方 まさ

に

酣
た
け
な
わ

な
り
。
本
多
忠
眞
・
植
村
荘
右
衛
門
正
勝
・
松
井
忠
次
等
各
戦
功
有
り
。
忠
眞
槍
を
接
し
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一
日
七
次
（

回

）

創 き

ら
れ
猶
闘
ふ
。
人
皆
之
を
称
む
。
敵
兵
終
に
敗
走
す
。
三

河

物

語

・

松

栄

紀

事

並

び

云

ふ

、
「

忠

眞

槍

を

按

じ

第

七

次

に

及

ぶ

、

敵

皆

敗

走

す

。

故

に

参

河

の

人

称

め

て

曰

は

く

、
「

六

度

半

槍

」

と

○

家

忠

日

記

・

三

河

物

語
・
松

栄

紀

事

並

び

云

ふ

、
「

去

年

石

瀬

の

戦

に

、
緒

川

の

兵

、
金

鯉

□
（

兜

の

ル

が

金

字

）
鍪

を

戴

く

者

有

り

。
矢

田

作

十

郎

使

を

遣

は

し

之

を

乞

ふ

。

敵

作

十

郎

の

勇

敢

を

知

り

之

を

贈

る

。

蜂

屋

半

之

丞

強

ひ

て

之

を

乞

ふ

。

作

十

郎

之

を

与

え

て

曰

は

く

、
「

此

首

鎧

に

辱

ず

る

勿

れ

」
と

。
是

の

日

半

之

丞

之

を

戴

き

赴

陣

す

。
既

に

し

て

石

川

数

正

先

に

接

戦

す

。
敵

兵

鬨 こ
う

（

ど

っ

と

声

を

あ

げ

る

）
笑

す

。
故

に

半

之

丞

之

を

恥

ぢ

、
此

の

後

戦

毎

に

先

登

す

神
祖
兵
を
発
し
広
瀬
・
伊
保
二

城
を
攻
む
。
板
倉
弾
正
重
定
、
信
長
に
党 くみ
す
。
中
嶋
郷
に
拠
り
村
里
を
鈔
略
（

か

す

め

取

る

）

す
。
神

祖
、
松
平
大
炊
助
好
景
を
し
て
軍
を
将
ゐ
之
を
撃
た
し
む
。
好

景

初

称

又

八

郎

、

大

炊

助

忠

景

孫

。

大

炊

助

忠

定

子

。

襲

称

大

炊

助

重
定
禦 ふせ
ぐ
能 あた
は
ず
岡
城
に
退
保
す
。
神
祖
兵
を
進
め
之
を
攻
む
。
重
定
東
参
河
に

奔
る
。
神
祖
、
好
景
の
功
を
賞
め
中
嶋
・
長
良
二
郡
を
賜
ふ
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

鵞

峯

文

集

・

三

州

深

溝

本

光

寺

碑

・

松

栄

紀

事

是
に
先
ん
じ
吉
良
義
安
、
東
條
持
廣
の
養
子
と
為
る
。
義

安

左

兵

衛

佐

義

堯

弟

二

子

、

持

廣

持

清

子

東
條
城
に
在
り
。
義
安
弟
義
諦
西
尾
城
に
在
り
。
年

譜

・

寛

永

系

図

・

松

栄

紀

事

、

義

諦

作
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義

照

。

三

遠

平

均

記

作

義

顕

。

与

義

諦

国

音

皆

同

。

今

従

三

河

物

語

・

代

々

記

・

本

光

寺

碑

。

他

処

或

作

義

照

誤

今
川
義
元
の
子

上
総
助
氏
真
と
親
族
と
し
て
義
安
、
清
康
公
の
女
を
娶
り
神
祖
の
外
戚
と
為
る
。
故
に
氏
真
懐

疑
し
、
義
安
を
駿
州
薮
田
邑
に
留
む
。
松

栄

紀

事

。

按

ず

る

に

、

徳

川

系

図

、

清

康

公

の

一

女

、

始

め

松

平

上

野

介

康

高

に

嫁

し

、
酒

井

忠

次

に

再

醮

し

て

其

を

言

は

ず

、
義

安

に

適め
あ

ふ

。
、
松

平

家

女

子

譜

、
清

康

公

の

女

、
常

在

院

に

在

り

。
桂

室

�

栄

。
病

を

抱

き

三

州

山

中

に

終

ふ

。
豈

に

此

の

人

か

、
未

詳

義
諦
を
東
條
に
移
し
牛
窪
城
主
牧
野
新
二
郎
成
定
を
し
て

松

栄

紀

事

貞

成

と

作

す

、

八

年

九

年

牛

窪

城

主

牧

野

右

馬

允

成

定

と

書

く

。

按

ず

る

に

、

寛

永

系

図

、

貞

城
（
成
カ
）

無

く

し

て

右

馬

允

成

定

有

り

、

牛

窪

城

主

応

に

二

人

有

べ

か

ら

ず

。

蓋

し

新

次

郎

、

右

馬

允

と

更

称

し

て

実

は

一

人

な

り

。

今

訂

之

西
尾
城
を
守
ら
し
む
。

将
に
岡
崎
を
寇 せ

め
ん
と
す
。

祖
（
神
）

祖
、
兵
を
発
し
東
條
・
西
尾
二
城
を
攻
む
。
松
平
好
景
及
び
弟

康
定
、
善
く
戦
ひ
功
有
り
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

、

按

ず

る

に

、

徳

川

系

図

・

諸

士

伝

略

、

好

景

の

弟

勘

解

由

左

衛

門

康

定

無

し

。
而

る

に

家

忠

日

記

、
亦

好

景

の

弟

と

書

く

。
好

景

、
家

忠

の

祖

父

な

り

。
蓋

し

亦

拠

る

所

今

之

に

従

ふ

神
祖
岡
崎
に
還

る
。
段
嶺
・
新
城
・
武
節
三
城
の
主
菅
沼
小
法
師
段

嶺

、

或

作

田

嶺

・

駄

嶺

。

国

音

相

通

、

小

法

師

後

称

刑

部

・

長
篠
主
計
・
菅
沼
左
衛
門
貞
景
・
設
楽
越
中
守
貞
通
・
西
郷
弾
正
左
衛
門
正
勝
弾

正

左

衛

門

政

守

子

・
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菅
沼
新
八
定
盈
等

定

盈

織

部

定

如

子

、

後

称

織

部

正

氏
眞
に
叛
き
岡
崎
に
降
る
。
家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

○

前

車

後

語

集

曰

は

く

、

永

禄

の

初

め

神

祖

、

本

多

百

助

信

俊

を

以

て

使

と

為

し

正

勝

に

帰

降

を

説

く

。

正

勝

命

を

奉

じ

東

三

河

の

諸

将

を

誘

ふ

。

野

田

菅

沼

定

盈

・

段

嶺

菅

沼

小

法

師

・

長

篠

菅

沼

貞

景

・

設

楽

貞

道

等

、

神

祖

に

帰

す

。

之

に

拠

り

、

諸

将

の

帰

附

す

る

は

正

勝

の

功

な

り

。

附

し

以

て

攷

に

備

ふ

氏

直
（
眞
）

弱
闇
に
し
て
三
浦
右
衛
門
佐
を
嬖 あい
す
。
甲

陽

軍

鑑

曰

、

武

藤

氏

子

、

初

称

武

藤

新

三

郎

。

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

曰

、

小

原

肥

前

守

子

、

嗣

今

川

老

臣

三

浦

二

郎

右

衛

門

家

、

故

冒

三

浦

氏

。

今

従

之

。

徳

川

歴

代

又

曰

、

名

義

鎮

、

未

知

是

否

旧
臣
を
疎
斥
し
、
日
夜
耽
楽
す
。
政
事
を
怠
り
報
讎

ほ
う
し
ゅ
う
（

あ

だ

討

ち

）

の
志
無

し
。
讒
を
信
じ

屢
し
ば
し
ば

神
祖
を

弐
ふ
た
ご
こ
ろ

有
り
と
疑
ふ
。
故
に
神
祖
之
と
絶
た
ん
と
欲
す
。
参

酌

諸

書

大

意

織

田
信
長
之
を
聞
き
以
為
く
、
神
祖
と
講
和
し
力
を
勠 あわ
せ
、
以
て
氏
眞
を
撃
た
ば
則
ち
覇
業
成
る

べ
し
と
。
時
に
水
野
信
元
刈
屋
よ
り
清
洲
に
抵 いた
り
信
長
に
説
き
て
曰
は
く
「
元
□ 康

吾
が
甥
と
雖

も
、
氏
眞
を
以
て
の
故
に

数
し
ば
し
ば

吾
と
闘
ふ
。
而
る
に
氏
真
の
猜
忌
（

そ

ね

み

き

ら

う

）

積
り
不
相
能

（

マ

マ

）

、

氏
眞
之
に
憤
り
参
河
を
滅
ぼ
さ
ん
と
欲
す
。
元
□ 康

年
少
と
雖
へ
ど
も
天
資
勇
武
、
決
し
て
款 かん
を

納
れ
ず
（

本

心

か

ら

内

通

服

従

を

申

し

出

る

こ

と

は

し

な

い

）
。
元
□ 康

と
講
和
す
る
に
如
か
ず
。
美
濃
を
経
略
し
、



烈祖成績（巻之一） 45

以
て
斎
藤
龍
興
を
滅
ぼ
さ
ん
」
と
。
信
長
悦
び
將
佐
を
召
し
謂
ひ
て
曰
は
く
「
我
世
岡
崎
と
仇

讎
た
り
。

数
し
ば
し
ば

挑
戦
す
る
と
雖
も
勝
敗
未
だ
決
せ
ず
。
今
岡
崎
と
連
和
せ
ん
と
欲
す
。
我
西
方
に

征
き
、
元
□ 康

を
し
て
東
方
に
征
か
し
め
ば
、
則
ち
大
い
に
志
を
得
ん
」
と
。
乃
ち
滝
川
左
近
将

監
一
益
八

郎

一

勝

子

、

更

称

伊

予

守

を
し
て
石
川
数
正
に
和
親
を
求
め
し
む
。
信
元
亦
使
を
神
祖
に
遣

は
し
之
を
勧
む
。
神
祖
、
数
正
及
び
其
の
叔
父
家
成
・
酒
井
忠
次
・
酒
井
正
親
・
本
多
廣
孝
・

植
村
正
勝
・
天
野
康
景
・
高
力
清
長
等
を
召
し
之
を
議
す
。
忠
次
曰
は
く
「
今
一
国
の
兵
を
以

て
氏
眞
・
信
長
両
将
に
敵
せ
ん
と
欲
す
る
は
国
家
の
計
に
非
ざ
る
な
り
。
氏
眞
復
讎
の
志
無
く

し
て
酒
色
に
溺
れ
士
卒
を
恤 おも
は
ず
、
其
の
亡
ぶ
こ
と
足
を
翹 あげ
て
待
つ
べ
き
な
り
（

近

い

う

ち

に

実

現

す

る

だ

ろ

う

）
。
信
長
と
和
親
せ
ば
則
ち
保
国
の
利
此
よ
り
善
き
は
莫
し
」
と
。
諸
将
皆
曰
は
く
「
往

年
の
義
元
以
て
廣
忠
公
を
扶
助
す
る
と
雖
も
、
実
は
之
を
滅
ぼ
さ
ん
と
欲
す
。
公
幼
く
し
て
質

と
し
て
駿
府
に
在
り
。
参
河
の
賦
税
、
義
元
皆
之 これ
を
収
む
。
徴
発
有
る
毎
に
必
ず
参
河
の
兵
を

以
て
先
鋒
と
為
し
、
其
の
死
亡
を
顧
み
ず
。
公
成
長
す
る
に
及
び
、
或
は
丸
根
の
前
駆
と
し
て
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或
は
大
高
の
留
守
と
し
て
、
我
を
し
て
難
を
犯
し
以
て
敵
兵
に
餌
せ
し
む
。
推 おも
ふ
に
、
義
元
の

志
、
敵
国
と
謂
ふ
べ
し
。
与 くみ
す
る
国
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。
忠
次
是
を
議
る
。
神
祖
之
に
頷
き

て
曰
は
く
「
難
に
臨
み
、
命
を
隕 おと
す
は
固 もと
よ
り
士
の
常
然
な
り
。
吾
が
幼
時
譜
第
の
士
多
く
戦

死
す
。
是
れ
終
身
の
憾 うら
み
な
り
」
と
。
因
り
て
流
涕
凄
楚

せ

い

そ

（

身

に

し

み

て

つ

ら

く

泣

く

）
、
諸
将
亦
洒 せい
泣

す
。
其
の
言
に
感
じ
（

心

打

た

れ

る

）
、
乃
ち
数
正
を
し
て
一
益
に

報
か
え
し

せ
し
む
。
信
長
大
い
に
悦
び
、

執
政
林
通
勝
及
び
一
益
を
遣
は
し
、
数
正
及
び
高
力
清
長
に
鳴
海
に
て
会
は
し
め
、
尾
参
の
国

界
を
定
む
。
丹
下
・
鳴
海
・
沓
懸
・
広
瀬
・
挙
母
・
梅
坪
・
大
高
・
刈
屋
・
岡
・
寺
部
・
長
沢
・

鳥
屋
根
等
の
戍 じゅ
（

ま

も

る

）

兵
を
収
め
清
州
に
還
り
、
城
寨
を
岡
崎
に
属
さ
し
む
。
神
祖
、
植
村
正

勝
を
し
て
信
長
に
与 くみ
し
平
ら
ぐ
を
守
城
の
諸
将
に
告
げ
し
む
。
酒
井
将
監
忠
賀

左

衛

門

某

子

、

忠

次

姪

。
按

忠

次

父

祖

及

兄

皆

称

左

衛

門

。
而

系

図

失

名

、
忠

賀

、
忠

次

兄

之

子

也

。
徳

川

歴

代

作

忠

尚

。
今

従

諸

士

伝

略

上
野
城
に
在

り
。
之
を
聞
き
岡
崎
に
遽
来
し
て
曰
は
く
「
信
長
、
隣
国
と
し
て
一
旦
之
と
和
す
る
は
固
よ
り

可
な
り
。
公
（

元

康

）

必
ず
尾
州
に
行
き
之
に
会
ふ
こ
と
勿
れ
。
夫
人
・
郎
君
駿
府
に
在
り
。
信
長
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必
ず
し
も
信
ず
べ
か
ら
ず
。
請
ふ
、
之
を
審
図
せ
よ
（

よ

く

調

べ

よ

）
」
と
。
神
祖
曰
は
く
「
汝
が
言
、

固
よ
り
善
し
。
然
れ
ど
も
既
に
信
長
と
定
約
す
。
食
言
（

約

束

を

違

え

る

）

は
可
な
ら
ず
。
須
す
べ
か

ら
く
以

て
汝
が
駿
府
に
置
く
所
の
質
は
吾
が
妻
子
と
同
じ
き
生
死
な
る
べ
し
」
と
。
忠
賀
悦
ば
ず
し
て

去
る
。
鳥
居
元
忠
・
本
多
廣
孝
・
平
巖
親
吉
等
進
み
て
曰
は
く
「
将
監
必
ず
氏
眞
に
応
じ
て
乱

を
為
す
。
之
を
殺
し
以
て
後
患
を
蠲のぞ
く
に
し
か
ず
」
と
。
神
祖
曰
は
く
「
将
監
の
言
亦
無
理
に

非
ず
、
彼
必
ず
反
す
る
能
は
ず
。
之
を
舎 のこ
し
殺
す
勿
れ
」
と
。
此
に
従
ひ
忠
賀
疾
と
称
し
、
出

で
ず
。
松

栄

紀

事

・

徳

川

歴

代

神
祖
使
を
清
洲
に
遣
し
、
信
長
と
盟
を
約
す
。
信
長
大
い
に
悦
ぶ
。
橋

道
を
修
し
治
具
を
張
る
（

接

待

準

備

）
。
水
野
信
元
亦
来
会
す
。
神
祖
、
石
川
数
正
・
其
の
叔
父
家
成
・

酒
井
忠
次
・
植
村
正
勝
・
天
野
康
景
・
高
力
清
長
等
百
余
騎
を
率
ゐ
清
州
に
如 ゆ

く
。
信
長
、
林

通
勝
・
滝
川
一
益
・
菅
谷
九
右
衛
門
等
を
し
て
之
を
熱
田
に
迎
へ
し
む
。
神
祖
正
満
寺
に
憩
ふ
。

少

焉

し
ば
ら
く
し
て

清
洲
に
入
る
。
観
者
城
門
に
填
咽

て
ん
え
つ

す
（

充

満

す

る

）

。
本
多
平
八
郎
忠
勝
平

八

郎

忠

豊

孫

、

忠

高

子

。

後

任

中

務

大

輔

、

為

桑

名

城

主

時
に
年
十
四
、
眉
尖
刀
（

長

刀

様

の

刀

）

を
揮
ひ
大
呼
し
て
曰
は
く
「
参
河
の
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元

□
（
康
）

来
た
り
。
此
汝
曹

じ
ょ
そ
う

（

お

前

た

ち

）

何
ぞ
無
礼
の
甚
だ
し
き
や
」
と
。
衆
皆
跪 き

伏 ふく
す
（

ひ

ざ

ま

ず

く

）
。

信
長
、
神
祖
を
羅
城
（

大

城

の

外

郭

）

に
迎
へ
牙
城
に
延 ひき
入
る
。
礼
接
敦
篤

あ

つ

し
。
植
村
家
政
、
神
祖
の

刀
を
持
ち
近
く
坐
る
。
衆
之
を
呵 わら
ふ
。
家
政
曰
は
く
「
主
人
の
佩
刀
を
捧
げ
何
の
怪
む
こ
と
の

有
ら
ん
や
」
と
。
信
長
之
を
聞
き
衆
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
我
久
し
く
植
村
の
名
を
聞
く
。
汝
輩
（

お

ま

え

た

ち

）

之
を
知
ら
ず
。
怪
し
む
勿
れ
」
と
。
定
に
坐
る
。
信
長
、
神
祖
に
謂
ひ
て
曰
は
く
「
和

親
既
に
成
れ
り
。
善
、
是
を
踰
ゆ
る
莫
し
。
当
に
水
魚
の
歓
（

親

交

）

を
作
す
べ
し
。
両
旗
を
以
て

天
下
を
定
め
ん
」
と
。
神
祖
拝
謝
す
。
其
の
盟
書
に
曰
は
く
「
織
田
、
天
下
の
主
と
為 な

ら
ば
則

ち
徳
川
、
幕
下
と
為
る
。
徳
川
、
天
下
の
主
と
為
ら
ば
則
ち
織
田
、
其
の
幕
下
と
為
る
。
斯
の

盟
に
違
有
ら
ば
明
神
之
を
殛ころ
す
」
と
。
信
長
、
厚
く
神
祖
を

享
も
て
な

す
。
長
光
刀
吉
光
の
短
刀
を

遺
（
遣
カ
）

す
。
行
光
刀
を
植
村
家
政
に
賜
ひ
て
曰
は
く
「
今
日
、
子 し

の
挙
措
を
見
る
に
勇
気
勃
然
た
り
（

盛

ん

だ

）
。
＊

樊
噲
の
鴻
門
に
在
る
が
如
し
」
と
。
礼
し

畢
お
わ
ん
ぬ

。
神
祖
出
づ
。
信
長
之
を
郊
外
に
送
る
。

通
勝
・
一
益
・
九
右
衛
門
を
し
て
之
を
熱
田
に
送
ら
し
む
。
神
祖
岡
崎
に
還
る
。
翌
日
信
長
、
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通
勝
・
九
右
衛
門
を
し
て
岡
崎
に
往
か
し
め
之
に
謝
す
。
東

宮

記

・

三

遠

平

均

記

・

松

栄

紀

事

○

松

栄

紀

事

、

以

神

祖

盟

于

清

洲

、
為

正

月

事

。
然

前

有

石

瀬

之

戦

係

二

月

。
前

後

錯

乱

。
胡

不

係

月

氏
眞
、
神
祖
の
盟
を
出
す
を
聞
き
大

い
に
怒
る
。
岡
崎
に
使
し
之
を
切
責

せ
つ
せ
き

（

厳

し

く

し

か

る

）

せ
し
む
。
酒
井
正
親
、
成
瀬
藤
五
郎
を
駿
府

に
遣
は
す
。
寵
臣
三
浦
右
衛
門
佐
に
就
き
謝
り
て
曰
は
く
「
寡
君

か

く

ん

（

我

が

君

・

神

祖

）

既
に
妻
孥

さ

い

ど

（

妻

子

）

を
以
て
質
と
為
す
。
豈
に
敢
へ
て
携
貳

け

い

じ

（

仲

た

が

い

）

を
懐 おも
は
ん
や
。
信
長
の
勢
ひ
日
に
彊
大
に
し

て
岡
崎
を
滅
ぼ
さ
ん
と
欲
す
。
之
と
佯
和

よ

う

わ

（

い

つ

わ

り

の

和

）

せ
ず
ん
ば
則
ち
朝
夕
を
保
ち
難
し
。
此

れ
敵
を
誘
ふ
の

謀
は
か
り
ご
と

な
り
て
実
然
に
非
ざ
る
者
な
り
」
と
。
氏
眞
聞
き
て
意
に
解
す
。
家

忠

日

記

・

三

遠

平

均

記

・

松

栄

紀

事

。

吉
良
義
諦
、
東
條
に
拠
り
氏
眞
に
党 くみ
す
。
松
平
好
景

数
し
ば
し
ば

之
と
戦
ふ
。
好
景

の
弟
康

康
（
衍
字
）

定
力
戦
し
功
有
り
。
食
邑
を
賜
ひ
之
を
褒
む
。
神
祖
、
本
多
廣
孝
を
し
て
小
牧
の
寨

を
守
ら
し
め
、
小
笠
原
三
九
郎
を
し
て
糟
塚
の
寨
を
守
ら
し
め
、
松
井
忠
次
を
し
て
津
平
の
寨

を
守
ら
し
む
。
年

譜

、

係

三

年

。

今

従

家

忠

日

記

。

按

徳

川

記

係

弘

治

二

年

誤

。

日
に
義
諦
と
接
戦
す
。
酒
井
忠
賀

上
野
城
に
在
り
。
義
諦
出
兵
し
之
を
攻
む
。
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四
月
十
五
日
、
松
平
伊
忠
、
命
を
奉 う

け
上
野
を

敕
（
救
カ
）

は
ん
と
す
。
義
諦
、
好
景
の
分
兵
上
野
に
あ

り
と
聞
き
、
中
島
城
を
襲
ふ
。
時
に
好
景
深
溝
城
に
在
り
。
中
島
に
馳
せ
入
り
義
諦
と
戦
ひ
之

を
破
る
。
好
景
勝
に
乗
じ
北 に

ぐ
る
を
逐
ふ
。
善
明
堤
に
至
り
獲
斬

く

び

き

る
も
の
頗
る
多
し
。
義
諦
、

好
景
の
兵
少
な
く
後
継
無
き
を
見
、
土
呂
城
辺
よ
り
悉
兵
に
て
来
圍

き

か

こ

む
。
好
景
鋭
を
破
り
堅
き

を
挫 くじ
く
。
縦
横
に
馳
せ
突
く
。

□
革
扁
に
延
字

絶
鞍
揺
（

革

ひ

も

が

切

れ

鞍

が

安

定

し

な

い

）
、

下
馬
し
歩
戦
す
。
兵
敗

れ
之
に
死
す
。
時
に
年
四
十
四
。
松

栄

紀

事

曰

、

好

景

中

敵

兵

尾

崎

修

理

之

矢

、

創

甚

。

山

岡

薬

医

来

取

其

首

。

今

従

本

光

寺

碑

・

諸

士

伝

略

弟
十
郎
左
衛
門
忠
次
・
太
郎
左
衛
門
定
清
・
久
太
夫
景
則
・
新
八
郎
忠
憲
・
孫
十

郎
定
政
・
松
平
内
記
・
板
倉
八
右
衛
門
好
重
等
三
十
余
人
皆
戦
死
す
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

、

無

忠

次

・

定

政

二

人

。

今

拠

徳

川

家

譜

補

之

。

好

重

、

八

右

衛

門

頼

重

子

好
景
、
信
光
公
五
世
の
孫
、
啻 ただ
に
無
事
に
長
き
の

み
に
非
ず
。
兼
ね
て
倭
歌
を
善
く
し
文
雅
の
士
な
り
。
人
皆
之
を
惜
し
む
。
神
祖
、
其
の
子
伊

忠
を
以
て
嗣
と
為
し
、
深
溝
城
に
居 お

く
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

本

光

寺

碑

・

松

栄

紀

事

義
諦
の
族
荒

川
甲
斐
守
頼
持
松

栄

紀

事

作

義

虎

、

今

従

原

氏

系

図

・

徳

川

歴

代

義
諦
と
相
善
か
ら
ず
。
酒
井
正
親
に
就
き
降
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を
乞
ふ
。
神
祖
之
を
聴
く
。
頼
持
、
正
親
を
荒
川
城
に
迎
へ
、
兵
を
合
せ
西
尾
城
を
攻
む
。
牧

野
成
定
拒
ぐ
能
は
ず
。
牛
窪
に
退
保
す
。
正
親
、
西
尾
城
に
入
り
将
に
東
條
を
攻
め
ん
と
す
。

義
諦
の
武
将
冨
永
伴
五
郎
、
藤
波

畷
な
わ
て

に
陣
し
小
牧
寨
を
攻
め
ん
と
欲
す
。
本
多
廣
孝
、
正
親
と

兵
を
合
せ
防
戦
す
。
小
笠
原
三
九
郎
・
松
井
忠
次
、
糟
塚
津
平
寨
を
出
で
之
を
救
ふ
。
成
定
の

兵
須
瀬
宮
内
進
み
正
親
を
撃
つ
。
正
親
槍
を
揮
ひ

縦
ほ
し
い
ま
ま

に
之
を
殺
す
。
従
兵
を
し
て
其
の
首
を

取
ら
し
む
。
冨
永
伴
五
郎
満
を
引
き
（

い

っ

ぱ

い

に

引

き

絞

る

）

廣
孝
を
射
る
。
廣
孝
槍
を
以
て
伴
五
郎

を
刺
し
其
の
首
を
獲
る
。
我
が
兵
大
久
保
大
八
郎
・
鳥
居
半
六
郎
戦
死
す
。
義
諦
の
隊
将
、
衆

に
挺
し
進
み
闘
ふ
者
有
り
。
阿
部
忠
政
射
て
之
を
斃
す
。
伴
五
郎
、
義
諦
の
勇
将
な
り
。
徳

川

記

、

以

此

戦

係

弘

治

二

年

九

月

日

。
伴

五

郎

撃

殺

鳥

居

半

六

郎

。
大

久

保

大

八

郎

進

撃

伴

五

郎

。
伴

五

郎

斫
（

き

る

）
之

、
大

八

郎

捨

刀

相

搏

、

竟

獲

其

首

。

敵

兵

撃

殺

大

八

郎

。

与

此

異

。

今

従

三

河

物

語

・

家

忠

日

記

・

三

遠

平

均

記

・

松

栄

紀

事

。

拠

諸

士

伝

略

。

伴

五

郎

為

本

多

廣

孝

所

撃

、

明

矣

今
に
至
り
伴
五
郎
の
塚
有
り
。
人
之
を
称
ふ
。
諸

士

伝

略

其
の
戦
死
よ
り
義
諦
の
兵

撓 どう
（

乱

れ

る

）

敗
し
城
に
走
り
入
る
。
我
が
兵
塁
壁
を
攀
じ
之
を
急
攻
す
。
義
諦
力
尽
き
て
降
る
。
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神
祖
之
を
し
て
岡
崎
に
居 きょ
せ
し
む
。
按

ず

る

に

、
、

年

譜

・

創

業

記

、

西

尾

・

東

條

二

城

攻

、

及

び

藤

波

畷

の

戦

皆

三

年

に

係

く

。

徳

川

歴

代

、

弘

治

二

年

に

係

く

る

は

誤

り

。

今

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

に

従

ふ

。

但

し

松

栄

紀

事

、

誤

り

て

九

月

の

事

と

為

す

。

家

士

（

マ

マ

）

日

記

に

拠

り

之

を

訂

す

。

徳

川

歴

代

又

云

ふ

、

伴

五

郎

、

名

は

元

忠

。

未

だ

是

否

を

知

ら

ず

六
月
、
神
祖
、
正
親
の
功
を
賞
め
西
尾
城
を
賜
ふ
。
神
祖
城
を
群
臣
に
賜
ふ
こ
と
、
是
れ
其
の

始
め
た
り
。
按

ず

る

に

、

年

譜

荒

川

頼

時

を

以

て

吉

良

義

諦

に

叛

す

。

酒

井

正

親

西

尾

城

を

襲

ふ

。

西

尾

城

を

正

親

に

賜

ふ

。

義

諦

帰

降

す

、

皆

五

年

に

係

く

。

今

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

に

従

ふ

冨
永
伴
五
郎
の
采
邑
を
本
多
廣
孝
に
、
津
平
邑 むら
を

松
井
忠
次
に
給
ふ
。
各
書
を
賜
ひ
之
を
褒
む
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

鳥
居
忠
吉
・
松
平
信
一
を
し
て

東
條
城
を
守
ら
し
む
。
荒
川
頼
持
の
功
を
賞
め
神
祖
の
異
母
妹
を
以
て
之
に
嫁 とつ
が
し
む
。
家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

。

按

ず

る

に

、

異

母

妹

、

廣

忠

公

継

室

戸

田

氏

の

所

生

な

り

。

後

に

市

場

殿

と

称

す

。

徳

川

家

譜

、

神

祖

同

母

妹

と

為

す

は

誤

り

。

今

松

栄

紀

事

及

び

雑

録

に

従

ふ

七
月
、
神
祖
、
牛
窪
を
攻
め
ん
と
欲
し
、
設
楽
甚
三
郎
を
し
て
之
の
備
を
為
さ
し
む
。
甚

三

郎

、

後

称

摂

津

守

。

按

ず

る

に

、

慶

長

十

九

年

大

坂

の

役

、

台

徳

公

前

鋒

す

、

設

楽

甚

三

郎

貞

光

有

り

。

蓋

し

此

子

孫

な

り

。

未

詳

氏
眞
の
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別
将
糟
屋
善
兵
衛
・
小
原
藤
十
郎

年

譜

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

、

作

藤

五

郎

。

今

従

創

業

記

・

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

。

又

云

藤

十

郎

名

鎮

吉

、

備

前

守

鎮

実

子

。

未

知

是

否

、

附

以

備

攷

長
沢
城
に
拠
り
近
邑
を
剽 かす
め
掠 と

る
。
神
祖
、
松
平

信
一
・
石
川
家
成
を
し
て
之
を
攻
め
し
む
。
克
あ
た
は

ず
。
親
将
（

親

衛

隊

）

三
千
余
騎
牛
窪
を
攻
む
。
帰

り
に
長
沢
を
過
ぐ
。
士
卒
に
令
し
て
曰
は
く
「
長
沢
の
城
兵
我
が
帰
途
を
邀 おそ
は
ば
則
ち
山
路
嶮

岨
な
り
て
進
退
に
拠
を
失
ふ
。
宜
し
く
兵
を
分
け
二
隊
と
為
し
、
一
隊
は
山
下
の
大
路
を
過
ぎ
、

一
隊
は
我
麾
下
に
属
し
山
の
南
を
過
ぐ
べ
し
」
と
。
時
に
長
沢
城
火
中
す
。
山
下
の
兵
之
を
望

み
見
て
謂
ふ
、
山
南
の
兵
城
を
抜
き

縦
（
放
）

火
す
と
。
急
ぎ
馳
せ
登
る
。
麾
下
兵
亦
た
競
進
す
。
隊

を
西
し
一
に
勢
を
合
は
せ
当
る
べ
か
ら
ず
。
信
一
・
家
成
亦
謂
ふ
、
神
祖
来
援
す
と
。
先
を
争

ひ
て
進
む
。
城
兵
恇おそ
れ
擾 さわ
ぎ
悉
く
亡 に

げ
去
る
。
本
多
忠
眞
、
敵
を
刺
し
之
を
斃 ころ
す
。
姪 おい
忠
勝
に

命
じ
首
を
取
ら
し
む
。
忠
勝
哂 わら
ひ
て
曰
は
く
「
我
豈
に
人
力
仮
り
て
功
を
成
さ
ん
や
」
と
。
進

み
敵
一
人
を
刺
し
其
の
首
を
獲
る
。
渡
辺
守
綱
、
藤
十
郎
を
撃
ち
之
を
斬
る
。
徳

川

記

曰

、

藤

十

郎

棄

城

走

。

今

従

年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

。

按

三

遠

平

均

記

、

係

八

年

誤

神
祖
之
を
褒
め
て
曰
は
く
「
藤
十
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郎
は
今
川
家
の
驍
兵
、
今
汝
之
を
撃
つ
。
功
莫
大
な
り
」
と
。
諸

士

伝

略

善
兵
衛
、
城
を
棄
て
駿

府
に
走
る
。
城
遂
に
陥
つ
。
忠
眞
、
忠
勝
の
勇
を
神
祖
に
白 もう
し
て
曰
は
く
「
平
八
郎
幼
し
と
雖

へ
ど
も
鋭
気
人
に
邁 す

ぐ
。
後
に
必
ず
名
を
成
さ
ん
」
と
。
神
祖
大
い
に
悦
ぶ
。
三

河

物

語

・

松

栄

紀

事

五
年
壬
戌
春
、
西
参
河

粗
あ
ら
あ
ら

平
ら
ぐ
。
神
祖
東
参
河
を
経
略
せ
ん
と
欲
す
。
氏
眞
の
将
鵜
殿
長
持
、

西
郡
城
に
拠
る
。（
神

祖

）

松
井
忠
次
を
し
て
之
を
図
ら
し
む
。
忠
次
、
従
士
石
原
三
郎
左
衛
門
及

び
伊
賀

諜
ち
ょ
う

伴
中
務
・
伴
太
郎
左
衛
門
と
謀
り
、
甲
賀
諜
十
八
人
を
招
く
。

三
月
十
五
日
夜
、
中
務
と
西
郡
城
に
潜
入
し
長
持
を
刺
殺
す
。
長
子
藤
太
郎
長
照
・
次
子
藤
三

郎
を
擒 とら
へ
て
城
を
火 や

く
。
神
祖
兵
を
進
め
之
に
応
ず
。
守
兵
潰
走
し
城
陥
つ
。（
神

祖

）

久
松
俊
勝

を
し
て
之
を
守
ら
し
む
。
西
郡
要
害
の
地
た
り
。
氏
真

数
し
ば
し
ば

出
兵
し
之
を
争
ふ
。
俊
勝
、
城
に
拠

り
之
を
拒
ぐ
。
既
に
し
て
俊
勝
岡
崎
に
還
る
。
神
祖
の
出
師
す
る
毎
に
留
守
を
為
す
。
長
子
康

元
を
し
て
西
郡
城
を
守
ら
し
む
。
是
に
先
ん
じ
、
氏
真
、
神
祖
の
任
子
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
然

れ
ど
も
其
の
外
祖
関
口
親
永
豪
族
た
る
を
以
て
止
む
。
石
川
数
正
以
為

お
も
え
ら

く
、
郎
君
（

若

殿

）

の
駿
府
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に
在
る
勢
甚
だ
危
殆

き

た

い

な
り
（

非

常

に

危

な

い

）
。
一
朝
殺
さ
れ
て

一
ひ
と
り

と
し
て
士
人
の
殉
死
す
る
無
か
ら

ん
。
是
れ
邦
の
辱
な
り
。
之
を
告
ぐ
る
も
神
祖
必
ず
聴
か
れ
ず
と
。
乃
ち
書
に
留
め
家
に
已 お

く
。

竊 ひそ
か
に
駿
河
に
往
き
公
子
を
保
護
す
。
氏
眞
の
、
長
照
兄
弟
執 と

ら
は
る
ゝ
を
憂
ふ
る
を
聞
き
、

親
永
に
就
き
て
之
を
謀
る
。
質
を
易
ふ
る
を
議
す
。
氏
眞
之

を
詐

（
マ
マ

許
カ
）

（

い

つ

わ

）

る
。
数
正
岡
崎
に

帰
り
其
の
状
を
言
ふ
。
神
祖
大
い
に
悦
び
長
照
兄
弟
を
駿
河
に
還
し
、
氏
眞
、
夫
人
・
公
子
を

岡
崎
に
還
す
。
数
正
意
気
揚
揚
と
し
て
公
子
を
雍
樹
（

抱

き

か

ゝ

え

る

）

し
て
帰
る
。
時
の
人
之
を
壮

と
す
（

立

派

だ

と

感

心

す

る

）
。
譜

弟
（
第
）

の
将
士
皆
念
子
原
に
往
き
之
を
迎
ふ
。
持
子
公
子
に
換
ふ
。
我
が

福
に
し
て
彼
が
禍
な
り
。
其
の
識
無
き
こ
と
知
る
べ
き
な
り
。
代

代

記

・

家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

徳

川

歴

代

・

年

譜

附

尾

・

松

栄

紀

事

臣
按
ず
る
に
、
君
子
小
人
の
由
る
所
の
判
、
唯
だ
義
と
利
と
に
在
る
の
み
。
石
川
数
正
、
駿

府
に
往
き
公
子
と
死
を
同
じ
く
せ
ん
と
欲
す
。
何
ぞ
其
れ
（

何

と

ま

あ

）

義
に
喩 さと
く
し
て
為
す
に

勇
な
ら
ん
や
。
豊
臣
秀
吉
公
の
軍
、
楽
田
に
及
び
、
啗 くら
は
す
に
大
利
を
以
て
す
。
数
正
、
世
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臣
を
以
て
（

代

々

の

功

績

有

る

家

臣

で

あ

り

な

が

ら

）

主
君
に
叛
く
。
其
の
家
（

一

族

）

を

挈
た
ず
さ

へ
て
大
阪
に
奔

る
。
何
ぞ
其
れ
利
に
喩
く
し
て
義
に
昧 くら
き
や
。
秀
吉
公
、

虓

こ
う
（
ほ
え
る
）

虎
雄
武
の
士
に
乏
し
か
ら
ず
。

豈
に
真
に
数
正
を
我
に
臣
と
せ
ん
と
欲
す
る
者
な
ら
ん
や
。
此
れ
特 ただ
浜
松
を
弱
め
ん
と
欲
す
る

の
謀
に
し
て
其
の
本
心
に
非
ざ
る
な
り
。
数
正
貪
惏

ど
ん
ら
ん
（

む

さ

ぼ

る

）

饜

あ
（
＝
あ
き
る
）

く
無
く
利
を
見
義
を
忘

る
。
既
に
し
て
秀
吉
公
、
之
に
松
本
城
を
以
て
封
ず
と
雖
へ
ど
も
、
徒 た

だ
庸 よう
を
以
て
之
を
流
遇

す
る
の
み
（

や

と

い

と

し

て

仮

に

待

遇

し

た

だ

け

だ

）
当
時
大
坂
の
士
大
夫
亦
皆
之
を
鄙 いや
し
む
。
井
伊
直
政
、

大
坂
に
使
す
る
に
至
り
、
数
正
と
一

諾
（
語
カ
）

も
交
さ
ず
。
衆
に
抗
言
し
（

き

っ

ぱ

り

と

言

う

）

之
を
人
面

獣
心
と
謂
ふ
。
数
正
忸
怩

じ

く

じ

と
し
て
対
す
る
能
は
ず
。
誠
之
を
失
ふ
を
患
ふ
。
鄙
し
い
か
な
夫
れ
。

其
の
実
を
夷
考
す
る
に
、
数
正
の
驍
勇
群
を
逸 ぬ

き
摧
堅

さ
い
け
ん

挫
鋭

ざ

え

い

（

強

敵

を

破

る

）

な
り
。
然
れ
ど
も
此

れ
皆
血
気
の
勇
な
り
て
義
理
の
正
を
知
る
能
は
ず
。
故
に
一
旦
憤
激
す
れ
ば
君
子
の
行
有
り
と

雖
も
終
に
小
人
と
帰
を
同
じ
く
す
る
を
免
ぜ
ず
。
哀
し
い
か
な
。

神
祖
既
に
氏
眞
と
絶
つ
。
氏
眞
怒
り
親
永
を
殺
す
。
神
祖
、
酒
井
忠
次
を
以
て
将
と
為
す
。
八

幡
・
牛
窪
を
攻
め
、
敵
兵
小
阪
井
東
岡
に
拠
り
之
を
拒
ぐ
。
我
が
兵
戦
ひ
疲
れ
将
に
退
か
ん
と
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す
。
神
祖
一
千
余
騎
を
率
ゐ
之
を
救
ふ
。
敵
兵
潰
走
す
。
北 に

ぐ
る
を
逐 お

ひ
多
く
首
級
を
獲
る
。

火
を
縦
ち
八
幡
の
人
家
を
焚 や

く
。
渡
邉
守
綱
力
戦
し
将
に
退
か
ん
と
す
。
近
藤
傳
二
郎
重
創
を

う
け
歩
む
能
は
ず
、
守
綱
を
呼
ぶ
。
守
綱
之
を
肩 かつ
ぎ
て
帰
る
。
松

栄

紀

事

・

諸

士

伝

略

諸
将
、
神
祖
に

言
ひ
て
曰
は
く
「
図
ら
ず
も
今
日
援
け
ら
る
」
と
。
神
祖
曰
は
く
「
吾
佐
脇
の
敵
を
撃
た
ん
と

欲
し
出
兵
し
、
小
坂
井
に
戦
闘
有
り
と
聞
き
て
来
り
進
む
。
予
め
料
る
所
に
非
ざ
る
な
り
」
と
。

松

栄

紀

事

三
月
、
井
伊
谷
の
城
主
井
伊
肥
後
守
直
親
の
家
士
小
野
但
馬
直

親

、

信

濃

守

直

盛

子

直
親
を
今
川
氏
眞

に
讒
り
て
曰
は
く
「
直
親
謀
反
し
竊
か
に
岡
崎
に
通
ず
」
と
。
氏
眞
怒
り
兵
を
発
し
直
親
を
討

た
ん
と
欲
す
。
氏
眞
の
族
新
野
左
馬
助
新

野

、

今

川

氏

三

家

之

一

。

説

見

上

。

徳

川

歴

代

曰

、

左

馬

助

名

親

規

。

未

知

是

否

直
親
と
交
り
最
も
親
し
。
氏

直
（
眞
）

を
諌
め
て
曰
は
く
「
臣
能
く
直
親
の
為
人

ひ
と
と
な
り

を
知
る
。
敢
へ
て

反
す
る
者
に
非
ず
。
事
覈 かく
実
（

調

査

）

の
若 ごと
か
ら
ば
則
ち
臣
之
を
滅
ぼ
さ
ん
」
と
。
因
り
て
使
し
之

に

詢
と
（
問
）

は
し
む
。
直
親
対
へ
て
曰
は
く
「
先
人
信
濃
守
、
故
君
の
難
に
死
す
。
信
長
は
君
父
の
讎
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な
り
。
豈
に
敢
へ
て
之
に
従
は
ん
や
」
と
。
左
馬
助
、
之
を
氏
眞
に
白
す
。
事
遂
に

窾
あ
な
あ

く
。
直

親
、
駿
府
に
往
き
其
の
事
を
分
疏 そ
（

い

い

わ

け

）

せ
ん
と
欲
し
て
多
兵
、
上
を
犯
す
が
似 ごと
き
を
憚
る
。

従
者
僅
か
に
二
十
余
人
、
途
に
懸
川
城
下
を
過
ぐ
。
城
主
朝
比
奈

�

能
、
直
親
の
冤
枉

え
ん
お
う

（

無

実

の

罪

）

既
に
雪 すす
が
る
ゝ
を
知
ら
ず
。
意
ふ
に
其
れ
駿
府
を
襲
ふ
な
り
と
。
三
百
余
の
兵
を
出
し
之
を
撃

つ
。
事
不
意
に
出
づ
。
直
親
弁
別
す
る
能
は
ず
。
竟
に
戦
死
す
。
氏
眞
、
曲
直
（

正

邪

）

の
所
在
を

知
ら
ず
。
其
の
采
邑
を
没
す
（

所

領

地

を

没

収

す

る

）
。
直
親
、
子
有
り
。
纔
か
に
二
歳
な
り
。
萬
千
代

と
称
す
。
氏
眞
之
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
左
馬
助
之
が
為
に
命
を
請
ふ
。
氏
眞
焉 これ
を
聴
く
。
左
馬

助
悦
び
之
を
鞠
育
す
（

大

切

に

養

い

育

て

る

）
。
左
馬
助
、
引
間
に
戦
死
す
る
に
及
び
、
其
の
妻
、
孤
児

を
撫
育
す
。
氏
眞
又
之
を
殺
さ
ん
と
欲
す
。
妻
恐
れ
潜
か
に
僧
寺
に
送
り
之
を
匿
す
。
妻
再
び

松
平
源
二
郎
に
醮とつ
ぎ
、
孤
児
を
其
の
家
に
養
ふ
。
兵
部
少
輔
直
政
是
れ
な
り
。
家

忠

日

記

・

徳

川

記

・

徳

川

歴

代
・
年

譜

附

尾
・
松

栄

紀

事

是
に
先
ん
じ
神
祖
駿
府
に
寓
居
す
。
今
川
義
元
、
岡
崎
将
士
の
妻
孥 ど

を

取
り
質
と
為
す
。
或
は
之
を
駿
府
に
送
り
、
或
は
之
を
吉
田
城
に
納
む
。
神
祖
、
氏
眞
と
絶
つ
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に
及
び
、
将
士
皆
質
を
棄
て
忠
を
神
祖
に
竭 つく
す
。
吉
田
城
主
小
原
肥
前
守
資
良
徳

川

歴

代

作

鎮

実

。

今

従

諸

士

伝

略

将
来
を

懲
こ
ら
し

め
ん
が
為
、
松
平
清
善
の
女
・
松
平
家
廣
の
少
子
及
び
菅
沼
定
盈
・
西
郷

正
勝
・
水
野
藤
兵
衛
・
大
竹
兵
右
衛
門
等
の
子
姪
弟
妹
十
一
人
を
捕
へ
、
城
下
龍
念
寺
前
に
串

に
し
之
を
殺
す
。
神
祖
之
を
聞
き
大
い
に
悲
慟
す
。
家

忠

日

記

・

徳

川

歴

代

・

松

栄

紀

事

○

諸

士

伝

略

曰

、

小

原

資

良

、

串

松

平

家

廣

第

二

子

左

近

於

形

原

前

井

尾

浜

、

殺

之

。

前

軍

（
車

カ

）

後

語

集

曰

、

西

郷

正

勝

姪

孫

四

郎

、

亦

被

甲

而

死

。

附

以

備

考

臣
按
ず
る
に
、
徳
川
歴
代
は
何
人
の
撰
ぶ
か
を
知
ら
ず
。
名
を
大
須
賀
康
高
に
託
し
（

仮

に

す

る

）

口
を
極
め
当
時
の
人
物
を
臧 そう
否 ひ
（

良

し

悪

し

）

し
禍
を
避
く
る
の
計
巧
み
な
り
。
叙
事
詳
し
と
雖

も
多
く
杜 ず

撰 さん
の
説
を
率
き

慿
ひ
ょ
う

拠 きょ
（

よ

り

ど

こ

ろ

）

足
ら
ず
。
唯
だ
其
の
論
に
、
小
原
資
良
、
岡
崎

の
質
を
殺
す
と
あ
り
、
甚
だ
機
宜

き

ぎ

に
適
ふ
（

ち

ょ

う

ど

よ

い

）
。
其
の
言
に
曰
は
く
「
凡
そ
質
を
送

る
者
携
貳

け

い

じ

（

仲

た

が

い

）

を
懐
ふ
と
雖
も
、
主
者
其
の
質
を
殺
す
の
理
無
く
、
之
を
生
存
さ
せ
之

を
撫
育
す
れ
ば
、
則
ち
敵
割
愛
す
る
能
は
ず
し
て
終
に
我
に
帰
す
る
者
有
り
。
縦 も

し
然
る
能
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は
ざ
れ
ば
或
は
敵
の
為
に
我
子
弟
を
擒
に
さ
れ
て
質
を
易
へ
事
を
済
す
者
有
り
。
故
に
質
は
殺

す
べ
か
ら
ず
。
此
れ
兵
法
な
り
」
と
。
肥
前
守
、
兵
を
知
ら
ず
し
て
濫 みだ
り
に
之
を
殺
す
。
之
を

殺
す
は
甚
だ
し
と
謂
ふ
。
況
ん
や
其
の
惨
虚
を
極
む
る
を
や
。
宜 むべ
な
る
か
な
、
其
の
敗
亡
し
て

首
領
を
保
つ
能
は
ざ
る
な
り
。
此
論

頗
す
こ
ぶ

る
確
か
な
り
。
故
に
此
に
著
す
。

七
月
、
遠
州
嵩
山
城
主
奥
山
修
理
亮
、
氏
眞
に
叛
き
岡
崎
・
清
洲
に
属
す
。
氏
眞
、
城
を
攻
め
、

之
を
抜
く
。
家

忠

日

記

・

東

宮

記

・

松

栄

紀

事

九
月
十
一
日
、
氏
真
、
朝
比
奈
紀
伊
守

�

長
に
命
じ

松

栄

紀

事

無

泰

長

之

称

、

今

拠

前

車

後

語

集

、

書

之

西

郷
正
勝
を
五
本
松
城
に
夜
襲
せ
し
む
。
正
勝
戦
ひ
之
に
敗
死
す
。
前

車

後

語

集

曰

、
従

兵

死

者

七

十

三

人

長

子
孫
六
元
正
、
月
谷
城
に
在
り
。
秦 �

カ

長
の
、
父
を
襲
ふ
を
聞
き
五
本
松
に
馳
せ
至
る
。
正
勝
既

に
戦
死
す
。
元
正
の
従
兵
纔
か
に
十
余
人
。
衆
寡
敵
せ
ず
。
亦
戦
死
す
。

�

長
又
月
谷
城
を
抜

く
。
元
正
の
弟
孫
九
郎
清
員
後

称

左

衛

門

執 とら
は
れ
万
丈
谷
を
過
ぐ
。
敵
の
袪そで
を
執
る
所
を
奮
ひ
深
谷
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中
に
陥
ち
て
遁
る
。
野
に
至
り
て
曰
は
く
「
従
母
弟
菅
沼
定
盈
の
家
に
往
く
」
と
。
父
兄
皆
死

す

る

を
告
ぐ
。
定
盈
、
之
を
神
祖
に
白
せ
ば
、
即
ち
清
員
を
召
し
正
勝
の
采
邑
を
賜
ふ
。
清
員
謝
し

て
曰
は
く
「
元
正
孤
有
り
。
願
は
く
は
彼
を
し
て
家
を
継
が
し
め
よ
。
然
れ
ど
も
童
稚
く
未
だ

軍
旅
を
習
は
ず
。
臣
其
の
役
を
代
は
る
」
と
。
神
祖
之
を
義
と
し
書
を
賜
ひ
之
を
褒
む
。
按

ず

る

に

、

家

忠

日

記

、

元

正

戦

死

し

弟

清

員

馳

せ

正

勝

父

子

を

救

ふ

。

勠

力

（

力

を

あ

わ

せ

る

）

駿

府

の

兵

を

撃

退

す

と

。

此

説

に

拠

れ

ば

、

則

ち

正

勝

実

は

未

だ

死

せ

ず

。

然

る

に

松

栄

紀

事

・

前

車

後

語

集

、

叙

事

頗

る

詳

し

。

今

二

書

に

従

ふ

○

前

車

後

語

集

曰

は

く

、

清

員

定

盈

に

就

き

、

正

勝

に

元

正

敗

死

の

状

を

白

す

。

神

祖

使

大

須

賀

五

郎

兵

衛

・

大

須

賀

五

六

左

衛

門

・

本

多

信

俊

・

植

村

家

政

・

渡

邊

人

左

衛

門

茂

・

高

井

四

郎

左

衛

門

を

し

て

清

員

の

率

ゐ

る

兵

と

朝

比

奈

�

長

を

撃

た

し

め

、

之

を

大

破

す

。

神

祖

、

其

の

功

を

褒

め

、

正

勝

の

故

邑

を

賜

ふ

。

元

正

の

孤

子

、

義

勝

後

に

右

京

亮

と

称

す

と

。

皆

他

書

の

載

せ

ざ

る

所

な

り

。

附

以

備

攷

二
十
九
日
、
神
祖
、
又
八
幡
を
攻
む
。
酒
井
忠
次
前
鋒
を
為
す
。
二
連
木
・
牛
窪
・
佐
脇
・
八

幡
の
敵
、
赤
坂
に
拠
り
之
を
拒
ぐ
。
敵
将
板
倉
重
定
急
ぎ
進
み
闘
ふ
。
我
が
兵
多
く
死
傷
す
。
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重
定
勝
に
乗
じ
来
り
追
ふ
。
渡
邉
守
綱
・
石
川
上
総
・
石
川
新
七
郎

殿
し
ん
が
り

を
為
す
。
矢
田
作
十
郎
、

馬
を
失
ひ
敵
の
圍
む
所
と
為
る
。
幾
危
（

ほ

と

ん

ど

危

う

い

）

な
り
。
守
綱
戦
を
留
め
之
を
救
ふ
。
作

十
郎
、
馬
を
得
て
御
油
に
帰
る
。
赤
坂
に
至
り
守
綱
轡
を
回
す
。
敵
凡
そ
十
を
攘 う

ち
槍
を
接
す

る
こ
と
三
た
び
。
時
の
人
其
の
勇
敢
な
る
を
称
へ
て
曰
は
く
「
槍
の
半
蔵
な
り
」
と
。
神
祖
、

前
軍
の
敗
る
る
を
聞
き
疾 と

く
馳
せ
之
を
救
ふ
。
重
定
、
神
祖
の
旌
旗

せ

い

き

を
見
、
将
に
退
か
ん
と
す
。

我
が
兵
突
戦
す
。
近
藤
傳
二
郎
、
重
定
を
撃
ち
其
の
首
を
獲
る
。
重
定
の
女

壻
（
聟
）

板
倉
主
水
亦
戦

死
す
。
敵
兵
潰
走
す
。
八
幡
・
佐
脇
に
入
る
能
は
ず
し
て
皆
牛
窪
・
二
連
木
に
逃
げ
奔 かえ
る
。
故

に
八
幡
・
佐
脇
二
寨
、
一
時
悉
く
我
が
有
と
為 な

る
。
年

譜

・

創

業

記

・

家

忠

日

記

・

松

栄

紀

事

。

按

ず

る

に

、

三

遠

平

均

記

、

板

倉

重

定

を

斬

る

を

以

て

十

一

年

事

と

為

す

。

亦

誤

り


